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○議事日程 

   日程 第 １ （議案第１号～議案第１０号）平成２２年度那須烏山市一般会計・特別 

          会計・事業会計予算について ※質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（水上正治君）  おはようございます。連日ご苦労さまでございます。また、傍聴者

の皆さんも朝早くからご苦労さまでございます。ありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１６名です。１２番大野 曄議員、そして、１９番滝田志孝議

員から欠席の通知がありました。定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 日程に入る前に報告いたします。地方自治法第１２１条の規定に基づき、市長以下関係課長

等の出席を求めておりますので、ご了解願います。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

                                    

     ◎日程第１ （議案第１号～議案第１０号）平成２２年度那須烏山市一般会計・ 

            特別会計・事業会計予算について 

 

○議長（水上正治君）  日程第１ （議案第１号～議案第１０号）平成２２年度那須烏山市

一般会計・特別会計・事業会計予算についてを議題とします。 

 本案については、去る３月２日の本会議において市長の提案理由の説明が終了しております

ので、直ちに質疑に入ります。なお、所管の委員会に関する事項については、委員会の審査に

おいて質疑されますようお願いします。 

 本日を迎えるまでに事務局に通告している議員がおりましたら、先に優先で。答弁もそのほ

うが早いでしょうから。 

 １７番中山五男君。 

○１７番（中山五男君）  私１４項目ほどありまして、時間もかかりますことから、よその

議員さんがこのうちの何点か質問していただければ、私の質問項目も減るのではないかと、そ

のようなことを期待しまして、私は最後に質問しようと、そう考えていましたが、議長からの

指名がありましたので、それでは申し上げたいと思います。 

 私もそちら、執行部のほうに元席を置いたことがあります。過去を振り返ってみますと、こ

の予算と決算ほど、各課長として緊張する議会はなかったと思います。といいますのは、広範

囲の質問が議員のほうから出されますので、本当にもうピリピリした、そんなことを思い出し

ているわけでございます。そういうようなことから、私もそんな思いを少しでも各課長さん、

または執行部のほうにさせてはいけないのではないかと思いながら、これまでも質問項目につ

いては前もって出させてもらっているわけでございます。 

 ではまず、１項目めから申し上げます。 

 これは予算の概要の１ページに、本市の財政状況が載っております。これを見ますと、平成
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２１年度の見込み額と平成２２年度の見込み額、これを比較しますと、地方債残高、そのうち

借金が７億３,８３１万、率にしましても６％増になる見込みであります。また、逆に財政調

整基金残高、これは９,０７１万円、率にしますと７％減になるわけであります。そのような

状況で本市の財政力指数、これは市長の見込みどおり上向くのでしょうか。今後の、この財政

の見込みについて、これは市長からご答弁をいただきたいと思います。 

 同じく予算の概要６ページに、地産訪消推進事業で１,３５１万１,０００円ほど予算計上し

てあるわけなんですが、これは私予算書のほうを見たんですけれども、どこに載っているのか

見当たらなかったわけです。私の経済建設のほうに該当するのかもしれませんが、この事業の

内容についてご説明をいただきたいと思います。 

 ３番目が、９ページにあります特別会計等の繰出金についてお伺いをいたします。 

 この中で直営診療所、境、七合、熊田、ありますが、それ合わせて２,６５９万４,０００円

ほど、平成２２年度も税金の中から繰り出して運用すると、そうなっております。そのうち七

合、境についてはおよそ１,３００万円、熊田については１,３６０万ほどの税金から投入して

運用を続けると、そうしているわけなんですが、市長、これまでに熊田診療所に新しいお医者

さんを迎えます、これから改善されます、また、去年も七合についても、今度は小児医の専門

医が来ます、改善されます。また、境診療所につきましても、きのうですね。全協の中でまた

新しいお医者さんを迎えますと。大変うれしい、明るい見通しの説明をしておりますが、にも

かかわらず、昨年同様のこの２,６００万からの繰り出しになるわけですけれども、市長はこ

の直営診療所の改善策について何かあるのでしょうか。このことについて、これも市長からお

伺いしたいと思います。 

 ３点目はＪＲ烏山線の利用促進、今年はわずか１４０万ほどが計上されておりますが、烏山

線というのは、この那須烏山にとりまして重要な交通手段であります。にもかかわらず、これ

だけの予算でよろしいのか。この烏山線存続のために何か、私２年ほど前にこの一般質問の中

でもっと、例えば鴻野山の駅にも駐車場を設けて、烏山線利用向上のために町自身も努力すべ

きではないでしょうかというような質問をしましたが、これもまだ、いまだに実行されており

ません。これらも含めまして、市長の考えをお伺いしたいと思います。 

 次、新年度予算の予算書から申し上げます。 

 まず２７ページですね。この市債のうち、借金のうち、臨時財政対策債６億円が計上されて

おりますが、これはこれまでの説明によりますと、国がいずれ地方交付税で補てんするとなっ

ております。しかし、ご承知のとおり、国の財政も火の車であります。そのような中、本当に

補てんされると思っているのでしょうか。市長にこの点お伺いをしたいと思います。 

 同じように合併特例債ですね。今回も１２億３,９３０万を計上いたしました。合併特例債
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は７割相当額が、やはり同じように交付税に補てんされるということになっているわけですが、

これは担当課長でよろしいんですけれども、この新年度予算の地方交付税の中に、この合併特

例債の補てん金というものが含まれているのかどうかお伺いします。 

 次に、３９ページの民生費です。この社会福祉施設整備費、特養及び認知症グループホーム

で１億２,７７５万ほど計上されておりますが、この事業内容、それにこの投資効果について

お伺いをしたいと思います。 

 次に、４１ページ民生費に、老人憩いの家の件について、これは市長から答弁をいただきた

いと思います。この老人憩いの家の運営費が３５４万５,０００円ほど計上されております。

これなぜ施設を廃止することができないのか。今、この老人憩いの家は、ここでも飲食もでき

ます。また、会議もできます。しかし、今は野上にも公民館が立派に改修されまして、あそこ

にもたくさんの会議室があります。また、飲食については、烏山地内に飲食店がいくつもあり

ますから、ここを利用しなくても、決して私は住民にとっては支障を来さないのではないかと

思います。この件について、市長の考えをお伺いしたいと思います。 

 次に、４２ページの民生費です。これは担当課長さんにお伺いをしたいんですが、児童手当

給付金３,４２７万５,０００円、それに子ども手当も４億４,８１３万９,０００円が計上され

ておりますが、そのうちの児童手当給付金の３,４００万については、これは平成２２年分の

２月、３月分、これはまだ交付されておりませんね。それを平成２２年度になってから交付す

ると。そのように入れ替えしてよろしいのでしょうか。また、もう一つ私重大なことを、この

子ども手当をなぜ支給するのか。その支給目的、趣旨というものを私らは受給者に徹底すべき

だと思います。これは新聞とかテレビのほうにもしばしば報道されておりますが、果たしてこ

の一律１万３,０００円の子ども手当が、本当に子供のために使われるのか。場合によっては、

パチンコとか飲食代に回ってしまうのではないかというような、そのような心配をされており

ます。ですから、これはきちっとした、この支給の趣旨を受給者に対して徹底すべきではない

かと思いますが、このことについての何か方策がございましたらば、お聞きしたいと思います。 

 次に、衛生費についてお伺いをいたします。これは４６ページですね。今年は新型インフル

エンザ予防事業費として、わずか２万１,０００円計上しております。これで対応できるので

しょうか。昨年は大規模に患者が発生いたしまして、何やかや含めまして、町でも３,

０００万円を超える費用を用意しております。今年も多分発生は、流行はするのではないかと

思いますが、わずか２万１,０００円の予算額で緊急の場合を対応できるのでしょうか。この

ことについてお伺いをしたいと思います。 

 次に、５９ページに教育費があります。英語コミュニケーション推進事業費で２,７０２万

ほど計上されております。これは多分ＡＬＴの事業費ではないかと思いますが、担当課長さん、
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このＡＬＴの件なんですが、今各学校に何人か配置されておりますね。私、去年国際交流協会

の事業の中で、荒川中学校に配属されています女性のＡＬＴの方と授業を一緒にする機会があ

りました。ところが、彼女は日本語がほとんどわからないんですね。もちろん英語はわかりま

すよ。これ本職ですから。アメリカ生まれですから。しかし、日本語がほとんど、私らが話し

ても通じない。そういう中で、これは学校の英語教師の補助教員ということなんですが、あれ

で務まるのかなと思って、私びっくりしました。この辺について担当課長さん、または教育長

のご答弁をいただきたいと思います。 

 同じく教育費に芸術文化活動事業１５２万５,０００円ほどのっております。これは一般市

民に対しての芸術文化活動の費用なんでしょうか。それとも、学校の小中学生に対しての芸術

文化の事業費なんでしょうか。私、小中学生のうち、特に中学生になりましたら、こういった

芸術文化に親しむような時間、こういう機会をぜひ少しでも与えていただきたいと。それで、

そういった本物の芸術から、驚きとか感動を与えてもらいたいと、そう思っております。この

辺についてお伺いをしたいと思います。 

 次に、６４ページの文化財保護についてですが、これは昨日、内容について説明をいただき

ました。ところが、けさの新聞を見ますと、旧小川町に大規模な那須官衙遺跡というのが発掘

されまして、あした現地説明会をするというわけなんですが、私のほうの長者ケ平遺跡とは比

べものにならないほど、これは大規模なようであります。でありますから、私のほうのこの長

者ケ平の遺跡をどんなに気張ってこれから金をかけようとも、なかなかこの小川町の遺跡に対

抗して観光客を呼ぶとか、住民から関心を寄せてもらうとか、そういうことは非常に難しいの

ではないかと思います。もう事実、今行っても、一たん発掘したのは全部埋め戻して、何がど

こにあるんだか全くわかりません。そんなことで、あまりこれは金をかけるべきではないので

はないかと、そのように考えております。 

 次に、一般職員の総数表のうち、職員の数がそれぞれ載っておりますが、そこで今年、平成

２２年度は職員が９名減になっているにもかかわらず、この職員に対する共済費が５,

３７０万ほど増額になっています。これなぜ共済費がふえたのか。平成２２年度から市の職員

に対する共済費の負担率が上がったのでしょうか。この辺についてお伺いをしたいと思います。 

 次に、７３ページに給与明細があります。そのうちの職員の数、２６３人に対して、昇給に

かかわる職員が２４１人で、２２人については昇給停止になるのかなと、このように見られる

わけです。そのほかの特別会計の中にも５人ほどいるわけなんですが、これらについてはもう

上がるだけ上がって、今の昇給表からしますと、もう昇給ストップになっているためにこのよ

うな差があるのか、また、そのほか昇給停止になっている職員がありましたら、その理由等に

ついてお伺いをしたいと思います。 
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 それに市長にもう１点、私、きのうの新聞の中から申し上げたいことがあります。これは国

保税滞納世帯の保険証の件であります。このことにつきましては、私、昨年一般質問の中で申

し上げました。市長ご承知のとおり、滞納している世帯については、その子供についても保険

証は原則として交付しないと、そのような方法をとっておりまして、しかし、最終的には期限

を切った、短い期間だけで使えるような保険証を交付しておりますが、日光市では来年度から、

高校生以下にはすべて正規の保険証を交付すると、そのようになっております。これは昨年の

一般質問の中でも私は申し上げましたが、滞納は親の責任があっても、子供にはないと思いま

す。でありますから、子供については私はなるべく早い機会に、そのような差別をせずに、正

規な保険証を交付すべきではないかと、そのように考えております。 

 以上、よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（水上正治君）  市長大谷範雄君。 

○市長（大谷範雄君）  順次お答えをいたします。 

 まず、財政状況の見込みということでございまして、まず地方債残高につきましてご指摘が

ございました。今確かに合併後一番多い、基金の総残高１３０億を超えております。この理由

は提案理由でも申し上げましたように、この学校耐震化、そしてその他といいますか、今後、

きのうお話をいたしました消防等の庁舎、こういったところを見込んでおりまして、２２年度

ピーク時になるのかなと、このように考えております。 

 ご案内のように、合併をした最大のメリットは、合併特例債の発行と地方交付税の優遇策、

大きく私は２つあると思っています。交付税もおかげさまで、地方を重視する立場から、政権

が変わってもご支援をいただいているところは大変ありがたいのであります。一方、合併特例

債は新市の建設計画では満額、那須烏山市の合併特例債事業の発行最大額は１０６億６,

０００万でございますが、そのうち基金に積み立てが１２億７,０００万ございますので、事

業費分としては満額使うと９３億９,０００万使えることになりますが、大体その７掛けぐら

いの新市の建設計画で８４億ぐらいを考えて計画しております。今、現実にそのうち５０億弱

の、２２年度予算も入れますと、５０億弱の発行額を予定いたしておりまして、いわゆる最大

のピークになってきておりますので、どうかこの合併特例債以外の起債は全然計画をいたして

おりません。辺地債だけでございますので、辺地債はご案内のように、合併特例債よりも大変

交付税措置があるということで有利でございますから、それは継続いたしているものでござい

ますので、この起債等については合併特例債増額分、そして学校耐震化、これがにわかに増額

したという一過性のものというふうにご理解をいただきたいと思います。 

 一方、基金でございますけれども、合併当初、両町が持ち寄った基金は６、７億であったと

記憶いたしております。その後、積み増しを少しずつやりながら、今１３億台になってまいり
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ました。これが２２年度の当初では１２億と、ご指摘のように９,０００万ちょっと減額をし

ておりますが、これは今年度の基金を想定をいたしますに、今、今年の基金の２１年度の予算

は３、４億、基金取り崩しを考えておりましたけれども、特別交付税、まだ回答来ておりませ

んが、大体３月の２０日ごろですね。総務省のほうから発表になると思いますけれども、これ

が合併後から、大体平均５億２,０００万から５億５,０００万ぐらい、平均的に毎年交付され

ておりますので、これも過日前年を下回らないということで、直接私、総務省のほうに要望し

てまいりました。したがいまして、その辺も期待をいたしておりますので、それが大体５億台

が今年も見込まれれば、大体基金もおおむね崩さなくても大丈夫ではないかというふうに考え

ておりまして、そういった意味では、剰余金等も含めますと２２年度のこの積み増しは、

１３億台は確保できるのではないかなと、このように想定をいたしております。したがいまし

て、この合併後今日まで、財政調整基金はずっと積み増しだけで取り崩すことはなかったと、

このようにご理解いただきたいと思います。 

 ただ、財政力指数については、昨年０.５台に上がってきましたけれども、ご案内のように

大変な自主財源が、ここへ来て大幅に減じておりますから、このことにつきましては、また０.

４台にバックをするということはやむを得ないということになっております。そのようなこと

で、自主財源確保については大変これからも厳しいのでありますけれども、その辺のところが

一番大きな財政の課題であろうと、このように私は考えております。 

 この特別会計繰出金のうちの３診療所についてご質問がございました。きのうも境の診療所

の梶田医師の就任のご報告をさせていただきました。この医師不足の中で、おかげさまで相次

いで若い医師が熊田、七合、そしてこの境にも専従でもって確保できたことは、大変ありがた

いことであります。数字的には大変な赤字を背負ってのスタートということになりますが、そ

の改善策というご指摘でございますけれども、今ごろ就任をされたお二人の医師、４０歳前半

の若い医師でございますが、大変意欲のある、そして、この医師の自分なりの理念を持って就

任をされました。余りそのような意思、理念が強過ぎたということもありまして、地域住民の

皆さん方には一時受け入れられないということもございました。そのようなこともございまし

て、附帯的に親がわりになっている、そういった方を介しまして、十分今の経営状況をお話を

させていただきました。涙ながらにこの理解をしていただいております。その後、そのような

ことで改善策にいい方向で向いていると、このような報告を受けておりますので、もう少し温

かい目で見ていただきたいと、このように考えております。七合診療所につきましても、若い

小児科医師、大変張り切っておりまして、そういった意味では着実にその数字的なもの、あら

われてきておりますので、今後も大いに期待をしたい。また、さらに境も４月１日から、専門

は小児科医師でございますけれども、大変人格者でございますので、地域に溶け込んでいただ
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いて、地域医療の向上に努めていけるものと、このように期待をいたしております。 

 また、那須南との病診連携も、当然この直営診療所としては考えるべきであります。そのよ

うなところから、那須南病院と診療所の連携、こういったところも、一次救急時の連携、こう

いったところも考えていきたいと、このように考えております。 

 ＪＲ烏山線にお尋ねがございましたけれども、この市の総合計画の基本計画には５駅の整備

促進という項目を入れておりまして、着実にその辺の鴻野山、あるいは各駅の無料駐車場、こ

ういったところも検討しているところでございますので、都市再生ビジョンの中でそういった

ところも具体的に明確化をしていきたいと思っております。 

 この臨時財政債６億でございますが、これも提案理由で申し上げておりますけれども、満額

は借りなかったということでございます。応分の臨時財政債を発行させていただいたというこ

とでございますが、当然臨時財政債は交付税措置があるということで予算額を組んでおります

ので、私は国を信じております。 

 さらに合併特例債の還付でございますが、担当課長から説明をさせたいと思います。 

 老人憩いの家の件でございますが、この老人憩いの家につきましては、旧烏山町の合理化審

議会では５年以内に廃止というような方向性が出されていたのは事実でございます。いろいろ

今、跡地利用検討委員会の中で検討をしておりますが、実は過日、烏山地区の旧烏山地内の行

政区長の会議がございまして、そこでの意見の総意として、ぜひ存続をお願いしたいという強

い要望をいただきました。あの地区には自治会の公民館がないということもございまして、こ

れは大変必要なものだというようなところから、強い要望をいただいております。また、社協

ですね。隣接する社協とかくれよんクラブ、そういったところの移設も強い要望をいただいて

おります。そのような中で、これも含めたやすらぎ荘のあり方というのを、そういうようなこ

とで全般的な検討をすべきだというふうに考えておりまして、やすらぎ荘のみならず、社協、

あるいは福祉施設、いろいろなところが点在をしているということがございますので、総合的

に跡地利用の中で検討していきたいなと、このように考えております。 

 最後に国保の保険証の件でお尋ねがございましたが、人道的な立場から、市としては短期間

の資格者証を発行させていただいております。言われるように、子供には何も罪はないという

ことは十分理解をいたしておりまして、この前の火事に見舞われた世帯についても発行させた

現実がございますので、都度、そういった救済はしていることは事実でございます。いろいろ

と日光市の事例もございます。これはおそらく国策で進めていただくことが一番ふさわしいと

いうふうに私は考えておりますが、いずれにいたしましても、市の対応といたしましては、十

分そのことは理解をできることはございますので、真剣に検討いたしまして、このことにつき

ましては前向きに対応していきたいなと、このように考えております。 
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 以上です。 

○議長（水上正治君）  荻野目農政課長。 

○農政課長（荻野目 茂君）  お尋ねの地産訪消関係について、農政部門についてのみお答

え申し上げます。 

 この地産訪消は市長のマニフェストに出てきたものでございまして、従来はこちらから出向

いていったのが多うございましたが、今度交流人口の増、ビジターの受け入れ、交流観光客受

け入れということで出たものでございまして、現在、那須烏山市、年間観光入り込み客数

７０万人弱と聞いておりますが、そういう施策の中で受け入れ体制、食を通じて、そういう趣

旨のものでございます。その内訳は都市農村交流事業で９８万５,０００円でございまして、

これは千歳烏山、失礼しました。豊島区、和光市関係との交流関係の予算と、あとは各種団体

の補助金７２５万４,０００円が入っておりまして、あわせて特産品開発で６０万、特産品開

発については常任委員会のときに詳しくご説明申し上げ、一部についてはご賞味いただくこと

で準備しておりますが、そういったものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  鈴木商工観光課長。 

○商工観光課長（鈴木重男君）  同じく地産訪消関係で、７款関係の商工観光課の所管の内

容について説明を申し上げます。 

 これにつきましては新事業創出支援事業といたしまして、予算書の５３ページになります。

商工振興対策費と、内訳に新事業創出支援事業とうたってありますが、この内容につきまして

は、ベンチャープラザ、いわゆる産官学連携の拠点施設でありますベンチャープラザの支援、

それから、新しく新規の販路開拓、または技術支援のための補助事業、そういった関係の事業

費になります。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  平山危機管理担当課長。 

○総務課課長（危機管理担当）（平山孝夫君）  １２ページのＪＲ烏山線利用促進事業費

１４０万でございますが、これにつきましては予算書の３１ページになります。市長答弁で申

しましたように、駐車場整備等を進めているということでございまして、今回小塙駅前の駐車

場用地の購入費ということで１３０万円、それに次の、予算書でいいますと３３ページになり

ます。地域交通対策費ということで旅費１４万を見ておりまして、これにつきましては本年度

市民号を京都・奈良方面ということで、市民の方八十数名に参加していただきまして、大変好

評でございまして、新年度につきましても実施するという方向で旅費随行員２名を計上したも

のでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  国井総合政策課長。 

○総合政策課長（国井 豊君）  私のほうから臨時財政対策債、それから合併特例債の関係

につきまして説明を申し上げたいと思います。 

 先ほど市長が答弁いたしましたが、本年度の６億円についての交付税の質問、これは市長答

弁のとおりでございまして、その内容をちょっと申し上げてみますと、本年は地財計画で

１５０％の伸び、いわゆる５割の伸びを見ております。地財計画ですね。本市に当てはめてみ

ますと、８億ぐらいまでは起債可能額でございますが、６億円にとどめたということでござい

まして、その交付税で算定をされます分については、その発行可能額に対して交付税で補てん

がなされると、そういう方法をとっておりまして、計算方法としては理論償還、いわゆる可能

額に対して乗率を掛けたり、そういう細かい計算式のもとで算出をされておりまして、平成

２２年度においては算定をしましたところ、２億４９０万円が需要額に算定されるものと。要

するに需要額ですね。いわゆる交付税といいますのは、基準財政需要額から基準財政収入額を

差し引いたものが普通交付税という形になります。なお、基準財政収入額については、収入見

込みの７割相当を基準財政収入額として見込んでおります。 

 次に合併特例債の元利償還についてでありますが、これにつきましても７割が基準財政需要

額に算定されるということであります。今回、仮に算定をしてみましたけれども、需要額の試

算額として元金分で１億８００万、利子分で３,９００万、合計で約１億５,０００万程度を基

準財政需要額の中で元利償還分を見込んでいるところでございます。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  斎藤健康福祉課長。 

○健康福祉課長（斎藤照雄君）  それでは、３９ページの民生費の社会福祉整備費について

お答えをいたしたいと思います。 

 この件につきましては、介護施設の補助金でございます。これは国のほうが県を通じて１億

２,７７５万、それを市が２つの施設を建てる事業者のほうに交付するものでございます。中

身は地域密着型の特別養護老人ホーム、２９床ですけれども、これに１億１５０万、それから

認知症グループホーム、これに２,６２５万、合計で１億２,７７５万の補助ということになり

ます。 

 続きまして、４６ページの衛生費の新型インフルエンザ予防事業費に２万１,０００円の予

算ということですけれども、新型インフルエンザにつきましては、現在ほぼ終息に近づいてき

ております。それらを考慮しまして、これから発生するかどうか推移を見守らなければならな

いことなんですけれども、現在世界保健機構、ＷＨＯのほうの勧告で、今年の秋以降、もしそ
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ういった今の新型インフルエンザがはやった場合に対応すべく、今まで季節型ということでソ

連型のワクチン、それと香港型のワクチン、それとＢ型という３種類をまぜて季節型として接

種しておりました。それのソ連型と、非常に今回の新型インフルエンザの型は似ておりまして、

今年はソ連型はほとんど発生しなかったという実際の調査結果も出ておりますので、そのソ連

型にかわりまして、今年の新型インフルエンザのワクチンをまぜて、新型の秋以降のワクチン

接種に対応するよう勧告が出されているようでございます。これは国のほうでそのようにする

かどうかは、これからの推移を見守らなければなりません。さらに、もし発生した場合、いろ

いろなマスク、消毒液とか、そのほか緊急事態の備蓄品等については、２１年度予算で既にそ

ろえてございますので、この２万１,０００円につきましては、いわゆる鳥インフルエンザと

か、そういった強毒性のインフルエンザがはやった場合、予防するために講演会等を開く経費

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  堀江こども課長。 

○こども課長（堀江久雄君）  それでは、４２ページの児童手当と子ども手当の関係につい

てご説明を申し上げたいと思います。 

 議員さんご理解のように、児童手当については年３回、２月、６月、１０月に４カ月分を支

給しております。今年の２月には、１０月から１月分までを２月に支払っております。よって、

２月、３月分が２２年度の６月に支払うということで、２カ月分を６月に、児童手当分として

支払うことになります。さらに子ども手当につきましては、４月からということになりますの

で、４・５月分２カ月分を６月に支払うということになります。よって、６月支払い分は児童

手当と子ども手当両方が受給者のほうに振り込まれるということになります。 

 それから子ども手当についてでございますが、趣旨ですね。これについては国のほうからの

通知によりますと、次世代の社会を担う子ども一人ひとりの育ちを社会全体で応援する観点か

ら支給するということになっております。 

 それで、周知の方法等についてでございますが、現時点では児童手当をもらっている方、い

わゆる小学生までは申請の必要がないということに、現時点ではなっております。よって、新

たに対象となる中学生と児童手当所得制限にかかっている、所得オーバーで支給停止になって

いる方が約８０名程度いらっしゃいます。その方については個人通知をしたいと思っておりま

す。また、中学生については、各学校を通してお知らせするようにしたい。当然広報お知らせ

版、インターネット等にも掲載をいたしますので、周知については万全を図っていきたいと思

いますが、何せ期間がないところでございますので、若干トラブル等が発生することも懸念さ

れますけれども、万全を期してやっていきたいと考えております。 
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 それからご心配になっている、子どものために使われるのかというところは、お金には色が

ついていませんので、一たん振り込みになってしまいますと、こちらからどうせい、ああせい

ということはちょっと言えないと思いますので、それは親の判断にお任せするほかはないのか

なというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  駒場学校教育課長。 

○学校教育課長（駒場不二夫君）  予算書５９ページの英語コミュニケーション推進事業で

ありますが、議員さんご指摘のとおり、ＡＬＴの派遣にかかわる経費が大半でございまして、

小中学校に７名のＡＬＴを派遣する事業費でございます。なお、そのＡＬＴの日本語力の話が

されましたけれども、確かに小学校については英語の教師がおりません。ですから、日本語力

については条件づけをしています。ただし、中学校につきましては英語教諭がおりますので、

その教師と十分英語を通じてコミュニケーション、意思疎通図れますので、流暢な日本語の条

件づけはしておりません。ただ、ある程度、学校に入るわけですから、日本語力ということは

条件づけしておりますが、小学校と中学校では若干差をつけているというような部分もござい

ますけれども、今のところ授業に関しては、特に支障があるというようなことは伺っておりま

せんので、何とかスムーズにいっているのかなと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  鈴木生涯学習課長。 

○生涯学習課長（鈴木 傑君）  ご質問いただきました芸術文化活動事業でございますが、

今ご指摘いただきましたように、今年、２２年度は下江川の小中学の生徒児童を対象として計

画しておりますが、当然子供さんだけではもったいないものですから、私ども市としましては

父兄というか、保護者の方も、プロの芸術を聞く機会を設けていただくような考え方を持って

おります。ただし、場所的に全部の方が入るというような大きな施設がございませんので、全

市民というわけにはいきませんので、地域ごとのプロの芸術の鑑賞の機会を設ける事業として、

この計画をさせていただきました。 

 もう１点、長者ケ平の関係でございますが、観光的にとかございますけれども、きのうご説

明申し上げましたように、今後の基本計画を策定する中で、当然復元事業等が考えられるかと

思います。ですから、その復元の方法につきましては、規模をどこまで正確にするかというの

が論議されるかと思いますが、市としましては余り経費をかけなくても効果が上がる方向づけ

を考えながら、市民に対しまして当栃木県の小川にありました那須官衙と真岡にあります芳賀

郡衙ですか、その間に当地域に官衙があったということは、古来この地域が政治または経済的

に重要な拠点があったということが市民の方が理解できるわけでございますから、今、単純に
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看板よりは施設をある程度整備しまして、その施設の大きさも目に見えるようなものを市民に

向けることによりまして、市民の方が自信を持って、今後まちづくりとか市政のほうにもご尽

力いただけるかと思いますので、そんなことで活用できればと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  木村総務課長。 

○総務課長（木村喜一君）  私のほうから、予算書のほうの給与費明細の関係のご説明をし

たいと思います。 

 まず初めに共済費が５,３００万ほど増額になっております。この共済費につきましては、

共済組合を運営するに当たりましての短期事業、長期事業、それから福祉事業等の費用に充て

るものでございまして、特に短期の部分につきましては医療費関係のものになってまいります。

現在、栃木県下におきましても、市町村合併が進みまして、進むと同時にそれぞれの自治体の

職員数も激減しております。職員が減るということにつきましては、おのずと共済組合の収入

源も減るところでございます。逆に医療費関係の会計は、どこの会計も同じかと思いますが、

非常に医療費が増をしております。結果的に支出を賄うだけの収入が取れないというふうな結

果がございまして、それぞれ共済費の増額になっているという状況でございます。 

 ちなみに平成２１年度の共済費の率でございますが、６.８３２％でありましたけれども、

新年度、２２年度におきましては共済比率が７.２３２％ということで、０.４％ほど掛金が増

額になるという実情でございます。こういった状況から、５,３００万という増額になってお

ります。 

 それから、職員数２６３に対して２４１人、２２人が昇給をしないというような内容でござ

いますが、７２ページの下のほうに級別の標準的な職務内容というものがございますけれども、

現在那須烏山市におきましては、給料表は１級から７級の給料表を適用しております。ただ、

７級は参事職でございますので、現在参事職はおりませんので、この７級は使っておりません

が、それぞれに１級から６級までにつきましては何号給という給料表がございます。現在、こ

の給料表の中で最高号給に達している職員が２２名ほどおります。この職員につきましては昇

給停止ではなくて、昇給をさせてあげたいのですが、その上の給料表がないという結果、昇給

できないといいますか、そういった表の中の人数に２２人が入ってきているという実情でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  高橋市民課長。 

○市民課長（高橋 博君）  高校生以下に対する保険証の交付についてでございますが、た

だいま市長のほうから答弁があったとおりでございますけれども、私のほうから詳細、一部現
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状について説明を申し上げたいと思います。 

 現在、中学生以下に交付している世帯ですね。いわゆる資格者証交付世帯につきましては、

９割負担になりますが、納税相談においてそれぞれ短期証とかという形になりますけれども、

その該当が１４世帯で、いわゆる中学生以下までが２９人という現状でございます。 

 また、短期証該当世帯の交付世帯は２７世帯、５１人になります。そういうことで、現在中

学生まで、６カ月を交付しておりますが、昨日の新聞にありましたように、日光市のほうが高

校生から４月から実施するということが載っておりますけれども、これにつきましては本年

７月に法律が改正になりまして、全市町村最低でも７月からは、従来の中学生までの６カ月を

高校生までの６カ月以上となる法律が改正になる予定でございます。そういうことをかんがみ

まして、本市においても４月から高校生まで、いわゆる６カ月以上交付することで、今検討し

ております。 

 ちなみに高校生まで実施する場合に該当者が、まず資格者証交付対象になる場合の世帯の高

校生ですが、予定としまして１２名が法律改正になれば該当になるかなと考えております。ま

た、短期のほうは４人が該当になる予定でございます。 

 以上でございます。 

○１７番（中山五男君）  もう一通り終わりましたよね。 

○議長（水上正治君）  １７番、中山五男君。 

○１７番（中山五男君）  やっぱり私１人だけ５０分も費やしまして、これまだまだ再質問

をしたいところがありますが、残念に思います。 

 まずあれですね。直営診療所の再生ですね。やはり医師になりますと、先ほど市長が申し上

げましたとおり、それぞれ理念が強過ぎる。なかなか言っても言うことを聞かないということ

ではないかと思いますが、これはやっぱり住民側に立って、最善の方法を考慮されるよう、市

長としてもさらなる努力をお願いしたいと思います。 

 それに市長に質問いたしました、この老人憩いの家の関係なんですが、住民の要望が強いと

いうことです。市長にしてみたら弱い立場にありますので、あの意見もこの意見も聞かなけれ

ばならないかもしれません。しかし、昨年９月の決算議会の際、代表監査委員からも話があり

ましたように、この財政が逼迫している折、切るべきものはきちっと切るべきだと、そのよう

な意見も出されていますことから、やはり私はこれらについては廃止の方向で考えるべきでは

ないかと、そう思っております。 

 そのほかたくさんありますが、これで私は了解したことにします。 

○議長（水上正治君）  それ以上は直接担当者なり、担当課に言って調整してください。 

 ほかに通告した方はいないですね。では、渡辺さんからどうですか。 
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 ２番、渡辺健寿君。 

○２番（渡辺健寿君）  じゃあ、大きな話が終わりましたので、小さな話で質問いたします。 

 まず３１ページの、先ほども市有財産の話、駐車場の土地取得の話出ましたが、市内に幾つ

かあります学校跡地の管理、これらの経費が毎年かかっておると思いますが、どのような手法

でどのような方に、今どの程度の金額で各学校の跡地管理をしているのかお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 次に３３ページの防犯対策費ですね。これが大幅に倍近くふえております。これらの内容に

ついてもお聞きしたいと思います。 

 はい。済みません。次に４７ページですが、塵芥処理費、昨日広域の焼却炉の延命措置の話

はお聞きいたしましたが、これはあくまでも処理費ということだと思いますので、処理費が、

これも大幅な増額になっております。この内容につきましてお聞かせいただければと思います。 

 ４９ページ、農業振興費でありますが、非常に前年比大幅な減になっております。昨年まで

の補助事業とか、継続事業とかが終了してこういうことになったのかと想像はされますが、新

規事業等は余りないのかどうか、その辺をお聞きしたいと思います。 

 あと、次のページの地籍調査費でありますが、これも前年よりふえておりますので、拡大さ

れてやるのかと思われますが、新年度はどこで予定されているのかをお聞かせいただければと

思います。 

 ５６ページ、土木費の河川総務費、これも倍増されております。河川関係のほうの倍増の理

由をお尋ねしたいと思います。 

 ５８ページの常備消防費でありますが、これも大幅に、１,３００万ほどふえておりますけ

れども、この理由につきまして説明いただければと思います。 

 ７９ページ、総務費のほうで旧東小学校の高圧気中開閉器更新工事とあるんですが、これは

どんなものなのかお尋ねしたいと思います。 

 あとは負担金・補助金・交付金等に入りますが、８３ページ中ほどにきずなプロジェクト参

加者温泉施設利用料金負担金というのが新設されておるんですけれども、この内容につきまし

てお尋ねしたいと思います。また、その下へちょっと行ったところでありますが、生活交通路

線ＪＲ常野線維持補助金、これも大幅にふえております。この理由につきましてもお尋ねした

いと思います。 

 ８９ページですね。上から３番目、生産調整対策推進事業費、今度は制度が変わりまして、

いろいろ仕組みが変わってくるわけでありますので、取り組み内容も当然変わるのは想像でき

ますが、昨年に比べて４分の１までは下がらないか、大幅減になっております。１００万とい

う予算がありますので、これで足りるのか、万全なフォロー体制がとれるのかどうかをお聞き
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したいと思います。 

 あと下から七、八段目ですか。県単農業農村整備事業費補助金２４０万がありますが、これ

はどこでどんな事業をなされるのかもお聞かせいただければと思います。 

 ９１ページの上から５段目、企業誘致立地奨励補助金、２１年度に対し５割ほどふえており

ます。２１年度の実績見込みとか２２年度の計画でありますから、当然何社ぐらいとか、新規

企業とか、増設とか、そんな内容をわかりましたらお聞かせいただければと思います。 

 なお、概要のほうに載っております本年度の数字、前年度の数字、ここの表と違うんですけ

れども、それらの理由もあわせて説明いただければと思います。 

 あと２点ほどです。そのページの下のほうですね。一般質問でもありましたが、いろいろな

道路整備の期成同盟会等がありました。一番下に国道２９３号の期成同盟会、さらに次のペー

ジに、３段目にやはり国道２９３号の促進同盟、これら別組織なのかどうか、一番下に県道道

路整備促進期成同盟会の、これら３つ、４つですか。どのエリアを考えた範囲の活動内容にな

っているのか。あるいは構成員等につきましてお聞かせいただければと思います。 

 あとその下のページですが、似通った負担金が非常にありますね。昨年もお話になったかと

思いますが、中ほどに中学校体育連盟の負担金、あるいは同じ連盟の学校負担金、これは市の

分と学校分という意味だととれるかなと思いますが、その下にも中学校の文化連盟も２つ、少

し飛びまして烏山地区学校警察連絡会市町村負担金と学校負担金、こういうふうにダブってあ

るんですが、これらは２つの項目ですが１つにくくって、１項目にまとめてどうしても払わな

きゃならない部分であれば整理できないのかなと思ったものですから、１つお尋ねしたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  木村総務課長。 

○総務課長（木村喜一君）  では私のほうから、最初にありました廃校になりました学校関

係の管理、どんなふうにやられているかということでございますが、現在、旧東小と境小につ

きましては、地元のほうに自警団という組織がございまして、防犯パトロールの活動をしてい

ただいている団体ですが、あわせましてその施設の管理も、防犯ルートの中にそういった施設

も入っているというようなことで、その２つの施設につきましては地元の自警団のほうに見回

りをお願いしているところでございます。 

 それから、旧向田小につきましては地元の自治会、あるいはいきいきクラブ等の組織力を活

用させていただきまして、施設の管理をお願いしているというところでございます。この施設

につきましても、今公有資産の管理検討委員会のほうで準備を進めておりまして、今年度末、

あるいは新年度の当初には公売といいますか、一般公募というような形で処分の関係の手だて
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をとっていくという予定でございます。 

 それから、７９ページの高圧機の関係ですが、この高圧機の関係は、いわゆるパスという制

度でございまして、要するに落雷とか何か落ちたときに、隣近所の住宅の電源まで影響がしな

いように、それを防止するための器具をつけるというものでございます。これも老朽化してま

いりましたので、定期的な点検をお願いしている中で、早急に修理しませんと隣近所に迷惑を

かけるというようなお話をいただいておりますので、その措置をとるものでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○議長（水上正治君）  平山危機管理担当課長。 

○総務課課長（危機管理担当）（平山孝夫君）  最初に３３ページの防犯灯の防犯施設の関

係ですね。この防犯灯につきましては自治会管理、また危険箇所の防犯灯ということで、今ま

で、いわゆる修繕をしていたわけでございますが、職員が直営でやっておりまして、これがや

はり高いところに上ったり、非常に危険であるということで、昨年の途中から業者のほうに委

託をしております。その辺の関係で、今年度も職員の直営から業者のほうにお願いするという

ことで、若干高くなっております。 

 次が、常野線につきましては、基本的に利用客が非常に減少しておりまして、経営上非常に

厳しくなっておりまして、国庫補助が新年度から廃止になったということで、今回非常に市の

ほうの負担金が多くなったということでございます。 

○議長（水上正治君）  小川環境課長。 

○環境課長（小川祥一君）  それでは、先ほどご質問がありました４７ページの塵芥収集処

理費の大幅な増の原因をお答えしたいと思います。 

 大部分の、やはり議員さんがご指摘のとおり、広域行政事務組合の塵芥処理費負担金の増が

ほとんどでございます。これは全協でもお話があったと思いますけれども、ごみ処理施設の延

命化のスタートの年ということで、昨年というか、今年ですけれども、平成２１年が２億８,

５３３万６,０００円のところを、今回は４億２,９９６万５,０００円ということで、１億４,

４６２万９,０００円の増です。したがいまして５０.７％の増でございますので、この増が大

部分を占めている状況でございます。よろしくお願いします。 

○議長（水上正治君）  荻野目農政課長。 

○農政課長（荻野目 茂君）  それでは、３点ご質問をいただきましたので、順番にご説明

申し上げます。 

 農林水産業費の大幅な減ということでございます。対前年比で約７,１００万円ほど減にな

ってございますが、この主な要因といたしまして、政権交代に伴います事業仕分けで、土地改

良事業の予算が国のレベルで対前年比３７％というようなことで、大幅に削減されたわけでご
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ざいます。その中で市の事業といたしましては、この中に計上はしましたが、実施が危ぶまれ

ている事業もないとは言い切れないというのが実態でございまして、今後の進捗状況によりま

しては、土地改良事業については延期になる可能性もあるということはお含みいただければと

思っております。 

 そういう中で、荒川南部の土地改良事業が平成１３年から２１年で１８億９,０００万の巨

費を投じてほぼ完結いたしまして、その事業が減になって、さらにご指摘いただきました補助

金、運営費補助金については見直しをしまして、事業費補助金に組みかえて大幅に減になった

こと。あと緊急経済対策、当初予算で約２,２００万ほど計上してございましたが、これを計

上がなくなったということでご理解をいただきたいと思います。あわせまして土地改良事業で、

２１年度市貝町と実施しました落合地区の農道整備が終了になりましたので、その分が減にな

ったわけでございます。 

 続きまして、予算書の８９ページの生産調整推進対策事業費補助金１００万でございます。

これにつきましては、今回から生産調整の制度が昭和４５年の稲転から大幅に変わりまして、

そういう中で転作を円滑に推進していくためには、ホールクロップサイレージ関係の推進を図

っていく新規需要米でございます。１０アール当たり８万円が交付されますが、これの実需者、

お買いになる方への補助を出すというようなことで、今回１００万円を計上したものでござい

ます。今、農業公社が営業を歩いておりますが、ホールクロップサイレージ関係につきまして

は昨年の７月、皆様方からご承認いただいたわけでございますけれども、２０ヘクタールの栽

培の予約を得てございまして、今年の秋はその２０ヘクタールについて農業公社のコンバイン

で刈り取るという、その分についての実需者への補助分でございます。 

 あと１点は、県単土地改良事業費補助金２,４００万でございます。よろしいんですか。

２４０万でございます。これは小白井地区の農道の舗装関係で、高瀬牧場というところがござ

いますが、その東側の農道について舗装を実施するものでございまして、詳細については

５０ページの工事一覧に記載されてございますので、お目通しをいただければ。失礼しました。

これはあれでございます。小白井地区の水路でございます。小白井地区の水路工事を実施する

もので、２６５メートル実施するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  鈴木商工観光課長。 

○商工観光課長（鈴木重男君）  続きまして、９１ページの企業立地奨励金につきまして説

明を申し上げます。 

 本年度３,７８０万を計上してございますが、本年度の２１年度見込みにつきましては

１２社でございます。さらに来年度、２２年度には１６社になりまして、これらの合計金額、
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固定資産税相当額が見込まれるもので計上いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  岡都市建設課長。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  何点かございましたので、順を追って説明申し上げたいと

思います。 

 まず地籍調査事業でございますが、これは横枕地区が２地区ふえたということでございます。

なお、議員ご指摘でございますので、わかればということでございますので、烏山地区と南那

須地区の平成２２年度の実施工区ですかね、これを今から述べたいと思いますが、烏山地区に

つきましては野上、日野町、初音、それから２２年度ふえました横枕が２地区、南那須地区に

つきましては、曲畑、それから曲田地区でございます。 

 それから河川費ですね。河川費の増分につきましては、現在急傾斜地の崩壊対策事業という

ことで、これは加熊は小木須になるんですかね。私余り烏山地区はわかりませんが、加熊が

５年継続でやっております。それと、大沢地区の川口地区ですね。これが３年継続でやってお

りまして、昨年がこの２つ合わせまして３５０万でありましたが、２２年度につきましては

７５０万計上しておりまして、４００万の増ということになります。 

 それからもう１点ありましたね。補助金・負担金の関係でございますね。工事箇所なんです

が、これにつきましては把握はしておりません。国道２９３号につきましては、期成同盟会の

負担金と補助金になっております。それから国道２９４号の建設期成同盟会でございますが、

これにつきましては現在白河市が事務局になっておりまして、そうです。国道２９４号が走っ

ている市町村全域でつくっております期成同盟会でございますので、その沿線の市町で成り立

っております。その負担金でございます。 

 それから、交付金の県道道路整備促進期成同盟会の交付金でございますが、これにつきまし

ては昨日平塚議員からも質問がありました。これの那須烏山御前山線、これが含まれておりま

して、もう１線が宇都宮那須烏山線、この期成同盟会の交付金でございます。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  国井総合政策課長。 

○総合政策課長（国井 豊君）  負担金関係でありますが、きずなプロジェクト参加者温泉

施設利用負担金でございます。これは昨年、２１年度の補正から実施をしております。内容は

児童見守りシステムの関連でありまして、児童の登下校の際、見守りをボランティアの方にお

願いしてございます。あわせて健康管理も兼ねておりますので、百数名になるかと思いますが、

万歩計つきの携帯電話で見守りをお願いしてございます。万歩計つきでございまして、ある一

定の歩数を歩いていただきますと、この温泉の利用券といいますか、これを発行しているとい
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うことでございます。ボランティアで見守りをしていただいておりますので、あわせて本人の

健康管理も兼ねて、一定の歩数をクリアしたならば市の温泉を利用していただく、そういうこ

とで発行しているものでございます。温泉のほうにその入場券というんですか、入場料相当を

交付する、そういうことでございます。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  駒場学校教育課長。 

○学校教育課長（駒場不二夫君）  ９３ページの補助金・負担金の中で、市の負担、学校負

担というような同じような名称が幾つかあるのではないかというようなことでご指摘をいただ

きました。これはどうしても学校によって、クラス数とか児童数によって積算根拠が変わって

きますので、このような分け方になっているようでありますが、ただ議員ご指摘のようなこと

もあろうかと思いますので、今後各団体のほうと協議しながら、調整できるものは調整してい

きたいと考えています。 

○議長（水上正治君）  平山危機管理担当課長。 

○総務課課長（危機管理担当）（平山孝夫君）  先ほどは失礼しました。補助金・負担金の

欄の９２ページ、消防費の増額１，３００万円ほどでございますが、どのような理由だという

お話ですけれども、これは常備消防に対します一部組合の負担金でございます。人件費の高騰

が主な原因でございます。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  ２番渡辺健寿君。 

○２番（渡辺健寿君）  跡地管理、それぞれ地域の方にお願いしているということでありま

すので、早く跡地の利活用が決まれば、こういったものも解消することでありますので、跡地

対策は急を要する仕事かなと思われます。当然そのことも念頭に置かれて契約されていると思

いますので、なお一層推進していただければなと思っております。 

 塵芥処理費の１億４,７００万の増なんですが、昨日の説明で２２年度分９億ぐらいだった

ですか。負担割合が６割ということで、２２年の分、那須烏山市が６割持つとなれば、こんな

数字の増では及びもつかないのかなと思ったものですから、こちらのほうは、先ほど言ったの

は純然たる処理費の増かなということで質問したんですが、それら両方兼ねた予算増になって

いるのかどうか、再度お願いできればと思います。 

 急傾斜地はいいとして、常備消防費も人件費だけでこんなにふえるんですかね。１,

３００万もね。 

 先ほどの跡地のことと関連しますが、東小の先ほどの落雷防止の器具もそうですね。跡地利

用を早く進めれば解決する問題かなと思われますが、わかりました。 
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 きずなプロの関係の歩数計に応じてということでありますから、ボランティアでやっていた

だいている方のお礼的な意味合いの制度だということで、温泉券が出ているというのは初耳だ

ったものですから、これはわかりました。 

 温泉の話でついででありますが、老人の入浴券、支給されていると思いますが、きのうも話

にありましたけれども、やまびこの湯、中止されまして、あちらへ行っていた方が今大金温泉

の車が回って、大金温泉も行っているようなんですが、あれは老人の入浴券は通用しているん

でしょうかどうか。その点お聞きしたいと思います。 

 あと、済みません。国道２９３号の２つの項目で実施されているのは２つの組織があるとい

うことでよろしいんでしょうか。それと国道２９４号はこの辺から白河までということで、広

い幅の期成同盟会のようでありまして、身近に我々が希望するのは当市内の整備促進でありま

すので、ちょっと広過ぎる組織で活動の焦点がどうなのかなという疑問が持たれるかと思いま

すので、その辺も地域にあった組織であったらば、なお要望活動もよくできるのかなと思われ

ます。 

 あと立地奨励金の話でありますが、２１年度１２社、２２年度１６社契約しているというこ

とでありますけれども、もし新規とか拡張部分が何社ずつあったかがわかれば、ちょっと。手

元になければ結構です。 

 その程度、再度質問して終わります。 

○議長（水上正治君）  小川環境課長。 

○環境課長（小川祥一君）  それでは、先ほどの塵芥処理費についての増分のことを詳細に

ついてちょっと申し上げたいと思います。きのう説明のあった中には起債なども入っていたと

思います。そういった起債そのものは後で、今度は償還が始まった段階で負担金の中に含まれ

てきますけれども、建設当初はその償還額が入ってきませんので、そういったところから、議

員ご指摘のような増はないというふうにおとりいただければありがたいと思います。あと、ち

なみにそのほかにも、ごみ処理施設ばかりではなくて、ごみ処理施設を運営するための維持費

も入っておりまして、そういったものを含めて那須烏山市と那珂川町で人口割で１０％、平等

割で１０％、利用度割で８０％という割合で負担金を計算されて納める予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  岡都市建設課長。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  国道２９３号につきましては建設の期成同盟会と、道路整

備促進同盟ですので、これは別組織ということになります。なお、国道２９４号につきまして

はご指導がございましたので、これにつきましては期成同盟会の総会等もございますので、こ

の中で意見として述べさせていただきます。 
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 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  平山危機管理担当課長。 

○総務課課長（危機管理担当）（平山孝夫君）  ただいまの常備消防の人件費の増でござい

ますが、きのうの全協でもお話し申し上げましたように、消防の再編のときに、ここ数年人件

費が伸びるということで、ちょっとしつこくて申しわけないんですが、人件費の増ということ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  斎藤健康福祉課長。 

○健康福祉課長（斎藤照雄君）  議員お尋ねの温泉入浴券の利用でございますが、こぶし温

泉とやまびこ温泉ですので、大金温泉は利用できません。それで、一応予算的にはやまびこ温

泉も使える、開所をする予定であるということで計上はしてございます。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  鈴木商工観光課長。 

○商工観光課長（鈴木重男君）  立地奨励金の関係をご説明申し上げたいと思います。 

 先ほど、平成２２年度におきましては４社ふえるということでございますが、内容につきま

しては増設が２社、新設が２社の予定でございます。ちなみに先ほど１６社、合計でございま

すが、その１６社のうち２社ほどが賃貸契約に基づく立地奨励金になっております。 

○議長（水上正治君）  いいかな。 

○２番（渡辺健寿君）  いいです。 

○議長（水上正治君）  オーケーね。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

 再開を４０分とします。 

休憩 午前１１時２７分 

 

再開 午前１１時４０分 

○議長（水上正治君）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 ３番久保居光一郎君。 

○３番（久保居光一郎君）  ３番久保居でございます。四、五点お伺いをいたしたいと思い

ます。 

 まず初めに６４ページの公民館費のところでございますけれども、これは烏山公民館費が

３９３万８,０００円、それから境公民館、烏山南公民館、七合公民館とございます。その上

に南那須公民館費１２万５,０００円ということで、大変寂しい金額でございます。私大変烏
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山の公民館活動、すばらしいものがあるなというふうに感じております。それに反して、南那

須公民館は、各自治会の活動において公民館の活動はされているかと思うんですが、現在はも

との農村環境改善センターのところにあるわけでございますけれども、あそこにシルバーの事

務所が入っているんですよね。ただ、あの施設の中には体育館もございます。それから和室も

ございます。それから普通の会議もできるような、そういう部屋も１部屋、２部屋あろうかと

思います。それから、入って右側のところにちょっと事務所みたいにもなってもいるかと思う

んですが、できれば南那須公民館、ここに職員を置く置かないはいずれにしても、もうちょっ

とあの施設を利用して、公民館活動の拠点として使用していただくようなことも、今後考えて

いただければなというふうに、これは要望もちょっと入っちゃうんですが、その辺のことにつ

いて、ちょっとお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 それから６９ページ、これちょっと教えていただきたいんですけれども、給与費明細書の中

で、長の給料は前年度と本年度同じ金額ですね。１,４９２万。それで期末手当の部分が

６０３万６,０００円、これは前年度ですね。３.３５カ月分が３.１カ月分になっているのに、

給料が同じ金額なのに６１１万６,０００円になっているのはどういうことなのか、ちょっと

私わからないので教えていただきたい。それから共済費のほうの部分なんですが、こちらも

３４０万が５４４万２,０００円になって２００万ふえている。ちょっと内容の説明だけ、ひ

とつお願いをいたしたいと思います。 

 それから８５ページ、敬老会の交付金についてお伺いをいたします。敬老会の交付金、これ

は恐らく敬老の日に使われる経費なのかなというふうに思います。これが１３万５,０００円、

今年度増額になっております。それから、その下の那須烏山市老人クラブ補助金、こちらが

３７万減額になっております。これはお考えがあってこういうふうにされたんだと思うんです

が、私が思うのには、老人クラブの補助金、これを逆に増額して、敬老会というのは１日のお

祝いの部分でしょうから、この部分をカットするというような考えもあるんじゃないのかなと。

このようにした、その意図についてお伺いをしたいと思います。 

 それから９５ページ、若者交流事業交付金、これが４０万、今年度新たに計上されておりま

す。また、その前の若者交流事業費のほうの予算書のほうを見ると、全体では６５万４,

０００円というふうに記載されておりますけれども、これは従来やっていたディズニーランド

とか、そういうところに行く経費であるのか。それと、その後ろのページ、２６ページですね。

こちらの部分においては、那須烏山市関連すると思うんですけれども、那須烏山市結婚相談所

補助金、これが７２万前年度に計上されておりましたものが、今年度はゼロになっております。

これは入れかえて若者事業費のほうに投入しているのかなというふうに私は思うのであります

けれども、若者交流事業、この中で従来の旅行、お見合いツアーのような、それも結構でござ
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いますけれども、この結婚相談所の所員、今までどなたか、２０名ぐらい任命しておられたか

と思うんですが、その辺の実績が余りないということで、こういうふうな事業に切りかえたの

かなというふうに私は思っております。 

 ぜひお見合いツアーだけではなくて、今インターネットで女性、男性の市内の結婚適齢期の

方、これどういう方法でということは今、私も考えておりませんけれども、そういうデータを

入力しておいて、そちらで年中つないであげるような、そういうようなシステムも考えられた

らいかがかなと思うんですが、その辺についてのお考えもちょっと伺いたいと思います。 

 それから９６ページのすぐ下、保健体育費、那須烏山市体育協会補助金、これが昨年度の１,

０００万から２００万に大幅に減額されております。その下に市スポーツ大会開催交付金、こ

れがゼロから３４４万９,０００円になっていますから、こちらのほうにも振りかえているの

かなというふうに思うんですが、これはこれだけ減額しても、体育協会で従来やっていた活動

については支障がないのかどうか、その辺についてもお伺いいたします。 

 それから最後の質問になりますけれども、先ほど前の質疑の中で診療所関係、熊田診療所、

七合診療所、それぞれ若い先生が来て、今診察をしていただいている。それから、これからま

たお願いをするということかと思うんですが、この先生方、大変若くて、大いに私も期待する

ところなんですが、この先生方が医療関係だけじゃなくて、違う団体とか、ある思想団体のよ

うな、そんなようなことでつながっているのかどうか、もしそのようなことがあるのかないの

か、その辺のことも、ちょっとお分かりでしたらばお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（水上正治君）  鈴木生涯学習課長。 

○生涯学習課長（鈴木 傑君）  まず公民館の費用でございます。今ご質問いただきました

ように、南那須公民館、農村環境改善センターという看板が立ってございますので、施設の運

営費用は、予算書の５０ページの中に別枠でそのような形で３０６万７,０００円というとこ

ろがあるかと思いますが、ございます。ただ、今ご質問いただきましたように活動事業でござ

いますが、当然公民館の活動事業ということで、南那須公民館でもというようなご質問だと思

います。全部の公民館を使いながら、今活動していまして、２０年度の行財政報告書になりま

すが、南那須公民館の利用者数が８８１回です。烏山公民館８９５回、あと各館がございます

が、そういう感じで大体平均化して利用しておりますので、今後、今ご指摘ございましたよう

に、公民館活動につきましては施設を大いに利用しながら、幅広い活動を進めたいと思います。 

 次に若者交流関係ですね。ご指摘いただきましたように、結婚相談は市の委嘱した相談員の

事業としまして、今まで若者交流事業を行っておりました。市の主催事業でございますので、

補助金というのはちょっとなじまないものですから、その事業につきまして交付金という項目

で、今回事業を行います。それで事業の内容につきましては、議員ご指摘のように、ただ旅行
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だけというのは、やっぱりちょっと能がないということがあります。ただ、現在の青年の方で

すね。なかなか横の交流をする機会が少ない社会になっております。その少ないものを市とし

ましては多少手を添えてあげるのも、今後のいろいろな、結婚に結びつけばいいんですが、市

政のためにも必要なものであるかと思いますので、そういう事業を進めたく考えておりますの

で、ご理解をいただきたいと思います。 

 ３点目が体育協会の関係でございます。体育協会のうち、秋の市民運動会から始まりました

初冬のマラソン大会、１月の駅伝競争大会の３つの行事については、市の体育行事ということ

になっておりますので、今までは体育協会一括補助金で事業をしておりましたが、これはやは

り交付金で、市の事業でございますから交付金でということでやるために別枠にしました。 

 それ以外の市体育協会の各専門部、またはスポーツ少年団等の体育協会関係団体につきまし

ては、今までは運営補助金ということで定額的な助成をしておったんですが、２２年度からは、

やはり事業費補助金という考えを持ちまして、２１年度の実績等を踏まえながら予算措置をし

ましたが、今後各団体で大きな事業を持ちたいとなれば、市のほうは積極的な支援をしていく

体制は持っておりますので、２２年度はこのような感じで減額させていただきましたので、ご

理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  斎藤健康福祉課長。 

○健康福祉課長（斎藤照雄君）  それでは、８５ページの敬老会交付金と老人クラブ補助金

についてお答えをいたします。 

 敬老会につきましては、各自治会で７５歳以上の方を対象に実施しておりますけれども、高

齢化とともに、参加人数といいますか、対象人数が年々ふえてございます。そのためにそうい

った交付金はふえる傾向にございます。 

 それから老人クラブ補助金でございますが、これは老人クラブ連合会の活動支援ということ

で、実は逆にこの老人会に加入する方、これ任意でございますので、加入する方は減っている

んですね。それから各地区にあります老人クラブも、会長になる方がいないとかで廃止という

か、やめているところも結構ございます。これ実は県の補助金をいただいて、市で上乗せをし

て交付しておりますけれども、その１人当たりの単価は若干ふえているんです。ですから、そ

れによる事業に対する支障はないものと判断しております。ただ、そういうふうに老人クラブ

が衰退していくのはやはり芳しくないことですので、地域の高齢者の方のそういった社会参加

ですね、そういったものを促していきたいとは考えております。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  木村総務課長。 
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○総務課長（木村喜一君）  では給与費明細関係の中の特別職の関係でございますが、期末

手当、昨年度と比較しまして月数が減っている中でなぜふえているかということでございます

が、２１年度の期末手当の計算の中で、今、市長、副市長、それから教育長は給料を減額され

ております。１０％ですね。期末手当につきましては、本来正規な給料額で計算するのが基本

なんですね。それを昨年度につきましては減額した金額ではじいてしまったというふうなこと

がありまして、大変お恥ずかしい話なんですが、数字を取り違えたという結果でございます。 

 それから共済費のほうにつきましては、先ほど中山議員からの質問の中で一般職の共済費の

話がありましたけれども、これと同様に共済金の医療費が膨れ上がっているという中での率の

アップによる増でございます。 

○議長（水上正治君）  石川副市長。 

○副市長（石川英雄君）  診療所の２人の先生方の宗教的とか、何か思想的なものがあるか

というお話でございますが、私これまで有我先生、それから本間先生ですね。先生を迎えてお

って、またそういうおつき合いもしているわけでありますが、宗教的とか思想的なものは私ち

ょっとわかりませんが、ただ、考え方としては、お二人の方は田舎の暮らしをしたいというこ

とを随分深く思っているようでございます。したがって、農業も取り組んでいると。その農業

の取り組み方も、いわゆる化学肥料とか農薬を使わない、ちょっと極端で私も一緒に私の家で

農業をやっているわけでありますが、草をむしらないとか、自然農法に近い、そういったこと

を望んでおりまして、ちょっと地域の我々が行っている、私も実際農業をやっているわけであ

りますが、私がやっている農業と相当違うなと。そんなもので、ちょっと地域の方との農業の

やり方が違うと。そういう方法でちょっと変わっているなという感じはしているので、そうい

う部分にあるのかなと。よくわかりませんが、私が今日までの農業を通じてのおつき合いの中

ではそんなふうに感じてございます。 

 また、先ほど市長からお話がございましたように、医療に対する心構えとか取り組み方が、

やっぱり信念をもっているようであります。そこら辺もちょっと、一般的な先生よりはちょっ

と信念が強いのかなと、そんなふうに感じてございます。また、その思想的については私もわ

かりませんので、何ともコメントできないということでご理解賜りたいと思います。 

○議長（水上正治君）  ３番久保居光一郎君。 

○３番（久保居光一郎君）  公民館のこの事業費についてはわかりました。ありがとうござ

います。それから給与明細についても今ご説明をいただきました。了解いたしました。それか

ら敬老会についても了解をいたしたいと思います。 

 それから、若者交流事業についてなんですが、これはこの予算の中で、先ほど申し上げまし

たように、そういう出会いの場を設けるということも大変結構かと思います。しかし、１回で
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すよね。１回２回になっちゃいますよね。ですから、やっぱり年間通してパソコンの中に市内

の適齢者の男女の情報を入れて、それをセッティングするようなことも、結婚相談所のそうい

う相談員はゼロにしたわけですから、そういう新たな時代に合ったセッティングなんかもお考

えいただきたいなというふうにお願いをしておきたいと思います。 

 体育協会の部分についてもわかりました。了解いたします。 

 最後の熊田診療所、七合診療所の先生についてでありますけれども、これは副市長が言われ

ました。農業について、かなり自然農法みたいなことで、そういう部分でのつながりがあるの

かなと。別にそれはあるからだめだというわけではないんですが、先ほどの質問にもあったよ

うに、理念が強過ぎる。そういうことが患者さんに、悪い方向に働かなければいいがなという

ふうに危惧を若干するところであります。医療についてはこれは信念を持つ、理念を持つとい

うことは大いに結構でございますから、それはそれで結構でございますけれども、その辺のと

ころをうまく調整してやっていただかないと、先ほどの熊田診療所の先生はなかなかちょっと

患者に受け入れられない部分があったということでございますので、ひとつよろしく、その辺

のところも管理といいますか、監督といいますか、その辺のこともあわせてお願いしたいとい

うふうに思います。 

 以上で終わります。 

○議長（水上正治君）  石川副市長。 

○副市長（石川英雄君）  先ほどの中山議員の質問の中でも市長がお話ししておりましたが、

地域医療に対してのそういう信念は持ってございますので、それはそれでまた十分指導しても

らいたいと思っております。それは診療所の、また市の職員であるということは、これは肝に

銘じて、そういった指導をしてもらいたいと思います。 

 農業については、これはまた別な話になりますので、私の家の畑で農作物をつくっていると

いうような状況もございますので、折に触れて地域に溶け込んでいただくような、そういうお

話はしてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（水上正治君）  鈴木生涯学習課長。 

○生涯学習課長（鈴木 傑君）  今ご提言いただきました結婚を望む方の情報を登録しまし

て、それをセッティングという業務につきましては、市の行政とはちょっと難しさがあらわれ

るかなと思います。ただ、市としましてはそういう機会を設ける事業をするほうが、やはりオ

ープン的でよろしいかと思います。あと民間ではそういう事業はたくさんございますので、各

業務ごとに分かれてでもありますが、大いに活用いただければなと思っております。 

 よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（水上正治君）  以上で、暫時休憩いたします。 



平成22年第２回定例会 第４日 

－244－ 

 再開を午後１時とします。 

休憩 午後１２時００分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（水上正治君）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 ４番髙徳正治君。 

○４番（髙徳正治君）  何点か質問させていただきます。先ほど先輩議員より市債残高

１３０億ですかね、その質問がありましたが、私もその市債残高についてお伺いをいたします。 

 先ほどの答弁では、広域行政とかいろいろな負担があって、一過性で今回は１３０億という

ことで、２２年度はその１３０億にしても、次の年、また次、２年後、３年後、そういった長

い目で見たときに、市長は市債残高をどの辺に抑えるか、その辺の考え方をお伺いいたします。 

 また、この予算の概要の２１ページ、２２ページの中で、今回は市債が１９億１,２３０万、

それで公債が１３億７,４２９万３,０００円ということで、前年は市債が１５億５,０００万

で、公債が１５億２,０００万と、これはほとんど同額なんですが、今回は市債が１９億に対

して公債が１３億ということは、今年は内部留保ができたかなという、そういった予算かなと

思います。それで、こういったやりくりを含めて、２年後、３年後の市長の考え方をお伺いい

たします。 

 あと、先ほど合併特例債の説明が国井課長よりありましたが、ちょっと難しいのでなかなか

理解が難しかったんですが、今回合併特例債が１２億３,９３０万、例えば今回の合併特例債

に対して国からどのような形で市に入ってくるのか、なるたけわかりやすいような形でお伺い

したいと思います。 

 あともう一つが予算書の２７ページなんですが、諸収入の中でコミュニティ助成事業助成金

１,３３０万、これはどのような形、どこから入ってどのような予算で歳出するのか、その辺

もお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  市長大谷範雄君。 

○市長（大谷範雄君）  はい、お答えをいたします。 

 いわゆる市債につきましてのお尋ねでございますが、このようにお考えをいただきたいと思

います。合併をいたしまして、平成１７年１０月１日でございます。それから１０年間、平成

２６年度までの１０年間につきましては、合併特例債活用の有効期限がございます。１０年間

でございます。先ほども申し上げましたように、その限度額が１０６億円というように示され

ているわけでございます。その中で、新市の建設計画、当初やっぱりこのようなまちづくりの
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中で合併特例債を使っていこうという、いわゆる投資的な特例債事業が８４億円を今考えなが

ら、それを年次に分けて対応しているというような予算構成でございます。したがいまして、

起債につきましてはすべて合併後、合併特例債と辺地債のみであると言っても過言ではないわ

けでございますので、この１０年間のスパンで特例債の活用については、でき得ればこの

８４億の予算の枠内にとどめていきたいというふうに思っております。したがいまして、

１０年間のスパンでちょっと見ていただきたいなと、このように考えております。 

 また、当初予算が今年、２２年度が１２４億６,０００万と膨らんでまいりました。それで、

起債残高が１３０億を超えたということで、この辺の資本から見ましても、逆転をしているわ

けでございまして、この借金残高を一般会計の総額から下に持っていくということが、やはり

必要だろうというふうにも思っています。また、市債、公債も逆転をいたしておりますので、

そういったところのバランス、それの１０年間の中で是正をしていかなければならないという

ような考え方を持っております。したがいまして、今回の２２年度予算につきましては、

１９億に膨れ上がったということでございますが、今２２年度、すぐ２３年度のピーク時に続

くと思いますけれども、今は最大ピークであると、このようなご理解をいただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  国井総合政策課長。 

○総合政策課長（国井 豊君）  合併特例債の国税の算入の考え方なんでありますが、先ほ

ど申し上げましたように交付税を算定する方式としては、基準財政需要額、いわゆる本市にお

いて社会資本整備とか、そういうものに幾らぐらい費用が要するんだろうと。その総額を需要

額として出します。そこから、ではそれに対して市が自主財源といいますか、税を主体とした

歳入が幾らあるかと。その自主財源である歳入の７割分を歳入として国では見ますと。ですか

ら、必要とする費用から入ってくる収入を差し引いた残りが交付税としていただけると。その

中に、今回合併特例債としては７割分を基準財政需要額として見ますよと。そのほかにもいろ

いろ項目あるんですが、合併特例債への元利償還ですね。元金と利子、これを、例えば１億償

還するということになれば、７,０００万を基準財政需要額として見てあげますと。こういう

制度になっております。 

 で、２２年度１２億発行するわけでありますが、借り入れするのは当然その事業が完了して

からということになりますと、その前に償還月というのが大体決められておりまして、大体

９月と３月でしたかね。９月と３月だったと思いますが、年２回償還月になっておりますが、

事業完了するのが大体３月の年度末ということになりますと、翌年からの償還が始まるという

ことでありますので、２２年度に借り入れる起債の交付税算入については２３年度からになる
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のかなというふうに思います。ですから、２２年度に交付税算入されるものは２１年度までに

借りた合併特例債の元利償還金について、７割が基準財政需要額として見てあげますと。こう

いう仕組みになっております。 

 次に、コミュニティ関係なんですが、これにつきましては歳出では３２ページの企画費の中

に地域振興事業費ということで２,０５０万ほど載ってございますが、このコミュニティ関係

は、自治宝くじですね。宝くじの益金からいただいて、その使途としては地域のコミュニティ

関係、今回は烏山地区の大桶の自治公民館ですね。この改築に対しまして、補助金としていた

だいて、そっくり地元に交付するということと、もう１件は同じく元田町のおはやし用の太鼓

の修繕、これにこのコミュニティ関係の事業の申請をしておりまして、今回採択になったとい

うことで、これについても助成をするものであります。宝くじの益金を活用すると、そういう

事業であります。 

○議長（水上正治君）  ４番髙徳正治君。 

○４番（髙徳正治君）  市長から答弁をいただきまして、まだ先輩議員からも自主財源が

３０％、合併特例債で運営しているような状態ですので、本当に一歩間違えれば資金不足、あ

るいは返せない状態に陥りますので、そういった歳出面でどうしても必要なものは予算化する

けれども、だめなものはだめという１つの線を引いておかないと、これはどんどん膨れちゃう

と思いますので、そういった方向性をきちんと出して運営をしていただきたいと思います。 

 また、先ほどの宝くじの助成ということで、これは３分の２が助成されて公民館建設ができ

るという、そういったものだと。 

○議長（水上正治君）  国井総合政策課長。 

○総合政策課長（国井 豊君）  助成につきましては、２分の１だと思います。事業費の

２分の１。失礼しました。３分の２でございます。例えば１,０００万が公民館の建設にかか

れば３分の２が宝くじの益金のほうからいただけるという、そういう事業でございます。 

○４番（髙徳正治君）  以上、了解いたしました。 

○議長（水上正治君）  ６番沼田邦彦君。 

○６番（沼田邦彦君）  新年度の予算編成に当たりまして、何点かお伺いをいたします。 

 予算の大原則で住民全体の利益を考えるべきで、いやしくも一部の住民の利益のために奉仕

するようなことがあってはならないという大原則があります。また、最小限の経費で最大限の

効果が上げられるものなのか、また、決算審査における指摘事項が予算に反映されているか、

それぞれの観点から質疑をいたします。 

 ごみ収集運搬にかかわることで、１つには委員会等でも話が出ておりましたが、新年度その

予算を執行するに当たり、新年度は指名をどのように考えているのか。少ない業者での指名な
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ので高どまりという部分もありまして、ぜひ業者数をふやした上で競争の原理を働かせて、高

どまりにならないようにという、委員会でも要望を出しております。１つはこの考えをお伺い

いたします。 

 ２つ目にはスクールバス、今子供たちが毎日使っているスクールバスですが、原則１３０万

までは見積もり合わせ、それ以上は入札という大原則がありますけれども、これらのスクール

バスも入札をする予定でいるのか、お伺いをいたします。 

 さらに３点目は、先ほど来診療所の話が出ておりますが、そもそも新年度の予算に組み込ま

れる以前の問題で、２つの診療所は廃止をし、民間のお医者さんに委託するのがいいだろうと

いう答申が出ておりますが、なぜ境も続けることになったのか、お伺いをいたします。 

 以上３つです。 

○議長（水上正治君）  小川環境課長。 

○環境課長（小川祥一君）  ご質問の件で一部お答えをしたいと思っております。 

 ごみの収集運搬の委託業務ですけれども、指名の考え方ということで、今現在うちのほうの、

市のほうに指名参加願いの出ている業者の数が限られているという、非常に使途不明な、不明

瞭な面が見えそうな気がするというふうにとられると思いますけれども、大きな市であればそ

ういった業者はかなりの数いるんですけれども、そういう点で、競争の原理が大分働いている

ということで、かなりそういうことでは話を聞いておりますが、特殊なロードパッカー車を買

うということで、そうすると契約する段階でロードパッカー車を買ってしまったら、後で入札

して外れちゃったといった場合のことを考えなくてはならないということで、どこの市町村で

も、そういう点では非常に苦労しているというお話を伺っております。 

 うちのほうは一応指名参加願いを出している業者が３社でございますけれども、先ほどの、

今回の補正予算で減額補正をさせていただきました。やはり指名競争入札という形をとらせて

もらっている関係かと思うんですけれども、減額補正を、実質的には契約上低くなりましたの

で、予算より低く補正をさせていただきました。そんなところでございます。 

○議長（水上正治君）  石川副市長。 

○副市長（石川英雄君）  今、ごみのお話は環境課長がお話し申し上げましたが、基本的に

はスクールバスもごみ収集車も、那須烏山市に本店、もしくは営業所、それでまた指名参加願

いの出ている業者をすべて指名して、指名競争入札をしているということでございますので、

ご理解賜りたいと思います。 

 それから診療所につきましては、旧烏山町におきましてはそういった方針を出しましたが、

しかしその後、地域医療の問題、それから那須病院の医師不足も含めまして、また、常々市長

が申しましたように、病診連携、いわゆる大きな病院には大きな病院の使命がございますし、
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また診療所には診療所の使命がございますので、そういった地域の医療福祉を充実するために、

今、診療所も経営していきたいと、そういう考え方でございます。 

○議長（水上正治君）  ６番沼田邦彦君。 

○６番（沼田邦彦君）  ２回目のお伺いをいたします。 

 ごみ、またスクールバスに関しまして、本市に本店を置いている条件があるということで、

ごみ問題に関しましては市の問題、また広域という枠で考えると、本市だけではなく那珂川町

も含めた中での競争、あって当然かなと考えております。 

 また、病院関係はそれで了解いたしました。 

 再度お伺いいたします。 

○議長（水上正治君）  石川副市長。 

○副市長（石川英雄君）  お隣那珂川町さんも、広域でごみ処理をやっているわけでござい

ますので、ぜひ、もし指名参加願いをいただければ、そういうことを配慮することもやぶさか

ではございませんので、ぜひ指名参加をお願い申し上げたいと思います。 

 なお、原則として問題はあろうかと思いますが、基本的な考え方は、いわゆる那須烏山市に

本社なり、営業店なり、出張所とか、そういったものがあれば理想でございますので、そうい

ったものもぜひお願い申し上げたいなと思います。 

○６番（沼田邦彦君）  了解。 

○議長（水上正治君）  ７番佐藤昇市君。 

○７番（佐藤昇市君）  ２点ほどお伺いします。 

 新年度、２２年度予算書の中でございますが、その中の教育費、予算の中でも民生、教育、

衛生が断トツなんですが、率にしても教育というのは本当に２番手ぐらいに、予算の中では大

きい項目でございます。その中で昨年から特区、英語特区、教育では本当の、なかなか画期的

な特区を始めたわけでございますが、そういう中で外国のＡＬＴの先生を７人入れて、またそ

こに追加をして強力に推し進めるということでございますけれども、子供たちの、今まで英語

になかなかなじまなかった子供、そして特区を始めて子供たちはどう反応しているか、そして

外国の先生が来て、またどんな反応で子供たちは受け答えをして英語に取り組んでいるのか、

教育長にちょっと答弁をお願いしたいと思いますが、どうですか。 

○議長（水上正治君）  教育長池澤 進君。 

○教育長（池澤 進君）  先ほど中山議員から、そして佐藤議員から、重ねて教育に関する

ご質問をちょうだいしてありがたく思います。 

 英語コミュニケーション科の２２年度の予算２,７００万でございます。これは決して小さ

い数字ではございません。私は大きい数字だなと、そのように思っておりますし、これをお認
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めいただけることになれば、また私どもはそれに対して学校、教育委員会、そしてＡＬＴ、子

供たちと４者一体となって、さらに充実した施策を展開してまいりたいと思っています。 

 さて、その効果ということでございます。今年度で２年目を迎えました。ありがとうござい

ます。１つは、まず学校側にどういう影響を与えたかという視点でお話しさせていただきます。 

 １つはＡＬＴ、いわゆるバイリンガルの英語教師が入ったわけです。いわゆる母国語、まず

堪能であるということはもちろんです。それが日本に入ってきまして、私どもは外国語と称し

ます。つまり英語ということです。そして日本語が堪能である。このことについては、英語教

師はこれまでにない教室環境ですから、自分の英語教師としての実力をある面では試される。

いわゆる英語教師としてはプライドがございますから、自分で磨きをかけるという自助努力が

働きます。本市の英語教員の中には、長期休暇、いわゆる夏休み等についてはアメリカまで足

を運んで、３週間ほど磨きをかけている方もいますし、東京の塾まで通ってコミュニケーショ

ン能力を高めている先生もございます。つまり、校内で先生に対する大きな影響、そしてＡＬ

Ｔと一緒になって授業を構成する。当然子供たちは高いコミュニケーション能力を自然と培う

わけでございます。そこのところが非常に大きい成果であろうと思っております。つまりこの

検証は、やがて中学校の義務教育年度の最終年度の修学旅行等で、自分で学んだコミュニケー

ション能力を検証する。あるいは、地域に帰って、あるいは、授業の中で、今まで高いコミュ

ニケーション能力が発揮できなかったものが、あるときＡＬＴさんにお褒めをいただいたとき

に自分が大きく変異をすると。 

 これを私どもは平成２２年度も皆様方にご理解いただければ、先ほど申し上げましたとおり

の学習環境をさらに充実させてまいりたいと思っています。この２,７００万円、決して小さ

い数字ではございません。これが本市の英語特区として、コミュニケーション科として、他市

町村に大きな影響力を与えておりますし、私どもにとっては誇りでもございますので、真剣に

この大切なお金を使わせていただきたいと思っています。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  ７番佐藤昇市君。 

○７番（佐藤昇市君）  英語特区に関しましては、大変効果があるということでございます

ので、それはいいといたします。 

 もう１点ちょっとお聞きしたい、第１回目に忘れたんですが、９５ページで、補助金の関係

で、保存会のやつがみんな今回財政補助金の検討ということで、カットになりました。そうい

う中で、保存会をやっている方、今までやってきた、これからも文化財ですから、地域では守

らなくちゃならないんですが、ほんとうにその人たちにしてみれば小さい補助金だったんだけ

れども、やはり寂しいのかなと私自身は思っています。そういう中で、市としてはそういう文
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化財をやはり継承して、小さくても継承するということはほんとうに大事なもので、継続する

かは大事なことだと思いますが、市としては何かそういう、ゼロになったことで文化財がどう

のこうのとは思いたくないんですが、その人たちの反応と、今後市はどんなふうにして文化財

に人的協力ができるか、ちょっとその１点、お伺いしたいと思います。 

○議長（水上正治君）  鈴木生涯学習課長。 

○生涯学習課長（鈴木 傑君）  要するに、今までは定額の、金額は２万７,０００円とか、

そういう数字だとは思いましたが、助成をしておりました。ただし、今佐藤議員さんが言われ

ましたように、地域の民俗事業というか、民俗活動でございますので、その民俗活動はやはり

幅広くアピールする事業を今後展開していただきたいということで、すべて、もし事業をして

いただければということで、ですから、ここの補助金の費用は算定をしませんで、トータル的

に、文化財事業費補助金ということで２０万円ほどの補助を、予算は計上してあります。ただ、

その団体さんが今後どのようにするかということで、私のほうは待ち受ける体制をとりたいと

思います。それでご理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  ７番佐藤昇市君。 

○７番（佐藤昇市君）  ぜひそういう団体を待ち受ける、そういう枠をつくっていただいた

ということでございますので、感謝申し上げたいと思いますが、そういうことで、文化という

のは１回やめるとほんとうにね、大事なものですから、継続が力ですから、ぜひ今後ともお願

いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  ９番野木 勝君。 

○９番（野木 勝君）  ４点伺います。 

 ページは５７ページですが、土木費で、市営住宅の管理費として７５７万８,０００円があ

りますが、この内訳。 

 それから、ページの９２になります。先ほど渡辺議員さんからも質問がありましが、急傾斜

地崩壊対策事業で、負担金として７５０万円出していますが、これは県の補助が大きな事業だ

と思いますが、県からは幾らの補助があったのか教えてください。 

 ９５ページで中国青海省訪問団交付金として、昨年は１２０万円、ことしは４０万円、３分

の１になっております。この内容を教えていただきたいと思います。 

 最後に、旧烏山町のカワチ通りといいますか、カワチ薬品の通りがありますが、あそこの公

共下水道の配管工事だと思います。コンクリートをカッターで切っている。それを埋め立てて

いるわけですが、この工事はいつごろまでかかるのか教えてください。 
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 以上です。 

○議長（水上正治君）  岡都市建設課長。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  市営住宅の管理費でございますが、主なものだけ、金額の

大きい内訳だけ申し上げます。１点は、昨日橋梁の長寿命化計画の話がありましたんですが、

住宅も同じでございまして、この計画を策定いたしませんと、今後住宅の補修、あるいは、改

修、これに補助がつかないということでございます。したがいまして、この長寿命化計画策定

費、これは委託になりますが、金額として３００万円計上しております。 

 それから、いかんせん、これはいつも問題になってくるんですが、住宅の敷地を借り上げて

いるんですよ。１点は、田野倉住宅、これが２名の方、地権者ですね。それから、南大和久、

これが地権者が５名の方。それから、宮原の八幡、これだけの使用料で２０６万２,０００円、

これだけ使用料としてかかっております。これが大きな金額の内訳でございます。 

○９番（野木 勝君）  急傾斜地崩壊対策は。県の負担額。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  申しわけございません。急傾斜地崩壊対策事業としての負

担金は７５０万円でございます。 

○９番（野木 勝君）  県の負担金。とてもこんな額ではできないと思いますので。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  県の負担はちょっと私どものほうで把握は今のところして

おりません。 

○９番（野木 勝君）  市の負担はわかります。県はわからない。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  事業主体が県なものですから、これにかかわる、先ほど。 

○９番（野木 勝君）  だから、県と市との割合というのはわかっているんじゃないですか

ね。おそらく何千万円だと思いますが。 

○議長（水上正治君）  総事業費かな。 

○９番（野木 勝君）  それで結構です。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  大丈夫ですか。すみません。 

○議長（水上正治君）  いや、わかるんだったら。じゃあ、後でね。 

 鈴木生涯学習課長。 

○生涯学習課長（鈴木 傑君）  青海省の交付金でございます。平成２１年度につきまして

は、青海省の訪問団を受け入れまして、その関係の費用を算定させていただきました。平成

２２年度につきましては、当市から青海省を訪問する予定ということで、その関係費用という

ことで減額の交付金となっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  粟野上下水道課長。 



平成22年第２回定例会 第４日 

－252－ 

○上下水道課長（粟野育夫君）  本年度実施いたしました下水道の管渠築造工事に伴う舗装

復旧工事でありますが、国道、県道、工期に制限がありまして、国道につきましては３月

１０日という制限がございます。また、県道につきましては、３月２０日までに工事完了する

ようにということで、国、県から指導がございます。したがいまして、国道部分につきまして

は３月１０日、県道部分につきましては、本来、先ほど申し上げましたように３月２０日まで

なんですけれども、施工業者から申し出がありまして、県道部分につきましては昨日県土木の

ほうに３月２３日まで工期を延長するということで、変更申請しておりますので、今月の３月

２３日までには必ず工事が完了すると思います。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  岡都市建設課長。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  負担割合というか、総事業費でよろしいでしょうかね。

２カ所ございますが、１カ所は加熊でございますが、これが総事業費６,０００万円、それか

ら、川口でございますが、これが９,０００万円、以上でございます。 

○議長（水上正治君）  ９番野木 勝君。 

○９番（野木 勝君）  市営住宅関係はわかりました。 

 この急傾斜地崩壊対策、市として今後の計画というか、まだまだあると思いますが、あれば

わかっている範囲で教えてください。 

 それから、カワチ薬局通りというのがあるのですが、何を言いたいかといいますと、切った

後の補修というか、これがいまいち、下手くそとは言いませんが、悪いですね。何というか、

こう。（「ちゃんとそれは全部元に戻すんです」の声あり）そうですか。（「仮舗装だから」

の声あり）あれは仮ですか。そうですか。それなら結構でございます。ちょっとクレームをつ

けなければだめかと思って聞いたんですが。了解。いや、その件だけ。 

○議長（水上正治君）  岡都市建設課長。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  今後の計画は今のところございませんが、今神長の野上台

神長線というんですかね、小学校からおりてくる狭い道路がありますね。あそこの沢の砂防工

事、それから、熊田沢といいまして、川井から工業団地に入る狭い道路がありますね。あの沢

のやはり砂防工事、これが現在着手して、県のほうで事業実施をしております。 

 以上でございます。 

○９番（野木 勝君）  終わります。 

○議長（水上正治君）  １３番平山 進君。 

○１３番（平山 進君）  何点かお尋ねしたいと思います。 

 概要、こちらのほうから質問させてもらいたいと。項目の中に、安心して暮らせる思いやり
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のまちづくりという項目の中で、高齢者生きがい対策の充実ということで、老人クラブ、それ

と、福祉バス運行等の１,１４０万円がついています。これは市民の方から私のところに電話

がありまして、この福祉バスが故障していて使えないと。やすらぎ荘のマイクロバスを使わせ

てもらっているんだけれども、利用者が多いため、何回か往復しないと、何ていうのか、利用

者に満足してもらえていないんだというようなことで、困っているんだよという電話がありま

したので、ひとつこれにどのように対応するのか伺いたいと。 

 それと、特別会計のところで、先ほども話題になっているんですが、熊田診療所の特別会計

ですね、これ私は南那須町のときに担当したことがあって、島田先生という先生とよく話をさ

せてもらったときに、やはり職員の立場でものを考えるんではなくて、何事もやはり独立採算

制というようなものを頭に置かなきゃだめなんだと。要するに、あなた任せの事業ではなって

いかないと。これでは住民サービスにはならないですねという話をよくしたんですね。 

 この熊田診療所、先生が新しく交替されまして、大変期待もあり、安心もあったんですが、

この会計を見ていきますと、診療収入が年間で３,７００万円。ところが、一般会計から繰り

入れが１,３００万円、年々増えちゃっているんですね。 

 確かに医師不足という現状の中で、七合、境、そして、この熊田、恵まれてはいると思うん

ですが、そういった職員扱いではなくて、もう少し開業医らしい指導をしていかないと、負担

がどんどんどんどん増えるだけじゃないかなと思います。その辺の考えもひとつお願いしたい

と。 

 もう１つ、これは前にも話ししたと思うんですが、下水道特別会計、これもほんとうに改善

されていないなと思って見ているんですよ。予算額を見ると、３億８,３００万円かけて組ん

でいるんですけれども、この中で使用料というのが回収できるというんですか、３,４００万

円、約３,５００万円しか回収できないんですね。だから、一般会計のほうから２億２,

０００万円近く入れているんですね。この辺のところ、事業だからどうだというんじゃなくて

も、やはり採算の合うような、加入率を上げるということを真剣に考えてもらいたいと思いま

す。 

 この３点についてどのような方向に持っていくのか、赤字の幅を幾らかでも減らす方向で取

り組んでもらいたいと思うんですが、考えを聞かせてもらいたいと思います。 

○議長（水上正治君）  斎藤健康福祉課長。 

○健康福祉課長（斎藤照雄君）  福祉バスの件でございます。確かに現在ちょっと故障して

おりまして、市民の皆様には大変ご不便をおかけしております。実は平成２１年度予算で既に

新しい福祉バスの購入が決まっております。これが３月１５日に納車になる予定でございます。

それを待つ前の２週間ぐらい前に、ちょっとラジエーターのほうが壊れてしまいまして、あと
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２週間ぐらいですので、現在ちょっと別な代車で運行しておりまして、その辺ちょっとご不便

をおかけしているのかなと思います。今月の１５日には納車になりますので、間もなく解決さ

れることだと思います。大変申しわけございません。 

○議長（水上正治君）  石川副市長。 

○副市長（石川英雄君）  熊田診療所についてお答え申し上げたいなと思います。先ほど来

から熊田診療所のお話もございましたが、前の島田先生と比較すると、また年月も浅いという

ことで、いわゆる有我先生のやる診療に対する考え方もあろうと思いますが、いずれにいたし

ましても、診療所経営者からすれば、やはりペイしなければなりませんので、そういった計画

的なものも、これは市民課も含めて、入って、先生にもぜひ経営感覚的なものも含めてひとつ

診療に、すべてが経営感覚で、赤ひげ先生じゃありませんが、そういう金の問題で診療するわ

けではありませんが、片方にはやはり経営感覚的なものを持っていただいて、ひとつ診療所を

経営していただきたいなと。また、これからも、先ほども出ておりましたが、先生のいわゆる

来客者に対する応対とか、そういう診療に対する考え方も指導しながら、だんだんだんだん患

者数が増えることが望ましいわけじゃありませんが、そういった方が来て、信頼関係が持てれ

ば、経営も上向くのかなと思いますので、今後とも指導してまいりたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（水上正治君）  粟野上下水道課長。 

○上下水道課長（粟野育夫君）  下水道事業でございます。議員ご指摘のとおり、特に公共

下水道、烏山地区でございます、現在２９０戸、水洗化率、いわゆる汚水ますに接続している

軒数が２６.１％ということで、全国でも下の部分に当たると思います。なお、特定環境、い

わゆる旧南那須分につきましては、水洗化率８５％ということで、全国的に比べても何ら遜色

のない水洗化率を誇っております。 

 昨年の定例議会の一般質問の中にもありましたように、市長答弁にもありましたように、全

体計画２６０ヘクタールという計画の中で、現在初期の管渠築造というんですかね、当初計画

しております。これらにつきましては、水洗化率、いわゆる接続軒数等を考慮しながら、今後

議員の皆様のご意見を参考に、この下水道法に基づく認可が平成２５年３月３１日で見直しに

なりますので、その際には皆様のご意見を参考にしながら、全体計画を修正していく考えでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（水上正治君）  １３番平山 進君。 

○１３番（平山 進君）  じゃあ、福祉バスのほうはそのような形で対応すると。でも、聞

くところによると、もう修理のしようがないんだよというような話も耳にしたんですけれども。 
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○健康福祉課長（斎藤照雄君）  新しくします。 

○１３番（平山 進君）  新しくね、わかりました。 

 熊田診療所にしても、下水の事業にしても、やはり何のために設置するのかという、その根

本を忘れていて、要するに、片方では事業計画を立てたからそのとおりやるんだと。でも、本

来利用しなきゃならない、してもらいたい住民に納得ができない、されていないというような

ところにも大きい問題があるんじゃないかなと、こんなふうに思うんですね。だから、少なく

ともこの範囲の自治会に関しては説明をして、極力加入してもらうという、そういうふうな工

事と同時進行していかないと、いつになっても負担が消えないということ、これはみんなにぶ

っかかってくるんだということを、対象世帯には強く要請してもらいたいと、こんなふうに思

います。 

 この２つの特別会計を見ても、やはり職員、また、それを担当する人ばかりではなくて、市

民に向いた職員であってほしいなと、こんなふうに思うんですね。私も何件か苦情を受けるん

ですけれども、悪い言葉で言えば、態度がでかい、窓口がほんとうに暗い、人が来るのがわか

っていて、何ですかね、パソコンの、操作はしていないんだと、だけれども、パソコンの画面

を見ているんだと、来ているのがわかっていて動かないんだと、こういうふうな苦情が私のと

ころにもありますので、もう少し謙虚な気持ちになってもらって、あくまでも住民がお客さん

なんだということを重ねてお願いして、終わります。 

○議長（水上正治君）  １６番平塚英教君。 

○１６番（平塚英教君）  平成２２年度１年間の当初予算でございますので、ほんとうに大

変なことなんです。この間の補正予算の審議のときにも税収確保についての論議がありました。

今も平山議員のほうから窓口の対応の問題をやったんですが、私が言おうとしていることを平

山議員さんのほうから一部触れられたなというふうに思うんです。 

 ことしは市税が２８億円ということですが、こういう景気低迷の中でほんとうに市民の営業

も生活も大変だというふうに思います。しかし、特に商売されている方が、予定どおり納付で

きない場合に、何というんですかね、当然督促が来たり、あるいは、窓口におくれて行ったと

きに、いろいろとおしかりを受けるんですけれども、税収確保についても、水道料の問題につ

いても、いわゆる私がいろいろなところから言われているのは、何ていうの、役所の職員の皆

さんみたく、毎月毎月収入が安定して入ってくるならいいですよと。商売が大変なのに、極め

て打撃的に言われるというんですよ。そんなにもうからないんならやめたらいいんじゃないの

かいと、そこまで言われた営業されている方もおりました。 

 そういうことで、もう少しきちんと納付していただくと、おくれる場合もあるんでしょうが、

それについても丁寧に対応して、親切に対応して、納付していただくということを勧めるべき
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であって、上位下達で、お前何でおくれているんだと、もうからないならやめちまえと、こう

いうような言い方をぜひされないようにお願いしたいんですが、その辺、執行部はちゃんとそ

ういうことをとらえているかどうか、お伺いをしたいというふうに思います。 

 ２つ目は、ほんとうに景気低迷でございまして、これが長く続いておるんですが、本市が使

う物品購入、あるいは、公用車の給油もろもろ、そういうものについては市内業者を優先でや

られているんでしょうけれども、ほんとうに、何ていうかな、特に公用車の給油なんかは公平

にしてもらいたいと、こういうふうに私は言われているんですよ。そういう点も含めて、その

ような問題については、市内業者優先に、公平にやられているかどうか、その辺についてご説

明をいただければと思います。 

 ３つ目は、ことしの予算の大きな事業としまして、中学校の耐震補強改修工事と、これは

２年継続でございまして、２年間で１３億４,０００万円の事業であります。２００９年度か

ら継続的に実施しております烏山小学校体育館改修とあわせまして、今年度の学校改修事業予

算を含めますと、９億２,０００万円に上るということでありますね。 

 そして、また、合併特例債を多額に発行して、道路整備交付金約８億７,０００万円を活用

して、新規路線２路線を含んで１３路線ですね、道路整備を行うということでございます。 

 昨年の１０月２０日に行われた烏山小学校体育館改築工事、この請負契約については３億３,

６００万円ということで、何と落札率９９.２％ということでありました。これは下野新聞で

も２月２０日付ですかね、県内市町村のいわゆる年間の落札率というのが出ておりまして、特

にこの八溝地域、これは９５％というのが多いんですが、私どもの全体ではそうならなかった

ので、そこには入らなかったんです。 

 いずれにしても、ことしはこのように学校関係改修が９億２,０００万円、さらに、道路改

修が８億７,０００万円と、多額な工事がやられるわけでありますね。これについても、宇都

宮などを見ますと８８.５４％ですかね。あるいは、鹿沼、この辺でも８０％台であります。

８９％と９９％では１０％の差があるんですね。これを足しますと、９億２,０００万円に

８億７,０００万円ですから、１７億８,０００万円と、これの１０％というのは大変な金額で

しょう。 

 そういう点で、何ていうかね、だからといって、市外で安いところがいいんだということは

私は申しません。これは地域の活性化の問題もあるでしょうから、そういう意味では、ジョイ

ント・ベンチャーみたいな形にはなるのかなというふうには思われるんですが、そういう点で、

高どまりにならないように、前の副市長のお話では、何というかな、予定価格は公表しないと

か、あるいは、そういう点で、土木を通じてか、どういうふうにしていいかわからないけれど

も、業者さんのほうでの企業努力に期待するようなことを検討してみたいというようなお話が



平成22年第２回定例会 第４日 

－257－ 

あったんですが、那珂川町なんかの耐震補強とかそういう事業については、聞いてみますと、

９９.２％なんてことはないんですね。 

 だから、そういう点で、企業努力すれば、これは市民の税金を使ってやる大事業ですから、

そのお金の使い道についてはほんとうに大切にしていただきたいなというふうに思うんですけ

れども、その辺の考え方、この１７億８,０００万円ですから、この税金がむだなく市民のた

めに使われるように、入札の適正化を検討していただきたいなというふうに思うんですが、ご

回答をお願いしたいと思います。 

 あと、この予算の概要について何点か質問したいんですが、同僚議員の質問とダブる点もあ

るんですが、先ほど７ページのＪＲ烏山線利用促進の１４４万円は、市民号関連だという感じ

の説明があったんですが、小塙の駐車場については完成したというふうに考えていいんでしょ

うかね。そして、鴻野山については用地確保に向けて努力するというような考えでいいのかど

うか、その辺をちょっと確認しておきたいというふうに思います。 

 ２つ目は、そのページの下の住宅・建築物安全ストック形成事業と、１１２万５,０００円

とあるんですが、これの事業内容について。 

 ３番目は、その下に地域自殺対策緊急強化事業というのが７５万円載っております。これは

私は文教福祉常任委員なんで、所管ではありますが、全市にかかわる重大問題でございますの

で、市長からのこれについての考え方をお聞きしたいと。２月２２日は自殺を予防するための

心を元気にするという日だそうでありまして、その前の２１日にはそういう記念講演やセレモ

ニーがやられたということで、特に３月は年間で一番自殺の多い月だそうですね。そういうも

のに向けてこれをやられたんだというふうに思うんですが、那須烏山市の自殺率、これは県下

で一番高いところなんです。そういうところだからこそこういうことを企画したんであろうと

いうふうに思うんですが、要するに、心の問題ですね、そういうものを、何ていうかね、関係

機関はもとより、地域全体で支えようと、元気を出すようなまちづくりをしようということで

やられたんだと思うんですが、こういうことで、２月２２日だけにとどまらず、今後この全県

で一番こういうものが多い地域と言われないように、取り組んでいただきたいと思うんですが、

これについての市長の政策的な見解を伺いたいというふうに思います。 

 次は、その下の全市花公園づくりで８０万円でございますが、これは毎年やられているんで

すけれども、もっとほんとうに、何ていうかな、身近な単年度作物を市民全体がそれぞれの畑

や庭に植えるような運動も必要じゃないかなというふうにかねがね言っているんですが、なか

なかそうならないんですけれども、何ていうかな、いわゆる継続的な今までの事業を全く否定

するわけではありませんけれども、市民がそれぞれ花木を、これが市の花だということで、み

んな手植えで自分の庭や畑に植えるような運動も必要でないかなというふうに思うんですが、
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これの取り組みについていかがかというふうに思います。 

 その次は、イノシシの捕獲促進強化事業でありますが、昨年は７５万円、ことしは１８２万

円ということで、１.５倍ぐらい増えたんですね。これについて、去年と比べて何がどのよう

に変わるのか、その辺の説明をお願いしたいと。 

 最後に、まちおこし事業、これが４４０万５,０００円というのがあるんですが、ほかの項

目を見てみますと、まちづくり団体支援事業というのが７２０万円ですね、これはおそらく

２０万円ずつ配る団体事業の支援金だと思うんで、これとは違うと思うんですが、このまちお

こし推進事業費というのは何をやるのか、これについての説明をお願いします。 

 私がここで言いたいのは、今全国的にもいろいろ盛り上がっておりますＢ級グルメですね。

この那須烏山市発のこういうものを考案して、全国に発信できるようなものができないかと、

こういうことについての検討はどうか、お聞きをしまして、質問といたします。 

○議長（水上正治君）  市長大谷範雄君。 

○市長（大谷範雄君）  自殺対策事業についてでございますが、議員ご指摘のとおり、当地

域は県内でも大変多い自殺者を出しておりまして、大変残念なことでございます。そのような

ところから、この旧保健所と、県の保健所とも連携した事業と考えておりまして、心の元気、

また、健康な心、そういったところを主眼に、市民に多くこういった命の大切さをアピールし

ていく、ＰＲをしていく、そういった事業で、県と連携してやっていく事業でございます。ご

理解いただきたいと思います。 

○議長（水上正治君）  石川副市長。 

○副市長（石川英雄君）  私のほうから３点お答え申し上げたいと思います。 

 一番最初の問題、職員の接遇問題でございます。そういうことは私のほうではあり得ないと

考えておりますが、そういう事実であるということであれば、深くおわび申し上げたいと思い

ます。引き続き職員の接遇態度につきましては指導教育してまいりたいと思っております。 

 それから、２番目のいわゆる地元業者のほうから購入にすると、優先してくれと、これはこ

ういう経済状況でございますので、私のほうでも物品等のそういうもの、また、消耗品等の購

入については、市内の業者を優先してまいりたいと思ってございます。 

 あわせて、３番目の工事の入札、言われている物品もそうなんでありますが、いわゆるエリ

アが狭くなるとどうしても競争力が起きないというのが欠点だろうと思います。したがいまし

て、山議員からも質問がございましたように、入札制度につきましては、私のほうではるる

考えていることもございますし、また、今検討中でございます。基本的には、こういう経済状

況でございますので、市内業者を最優先といたしますが、工事の額、内容等につきましては、

ＪＶも含めて市外業者を入れることも検討してございますので、よろしくお願い申し上げたい
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と思います。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（水上正治君）  平山危機管理担当課長。 

○総務課課長（危機管理担当）（平山孝夫君）  予算の概要の７ページ、先ほどの答弁と若

干重複するんですが、ＪＲ烏山線利用促進事業の１４４万円、これにつきましては、あくまで

も市民号の随行旅費が７万円。それと、１３０万円につきましては、先ほども申しましたよう

に、小塙のいわゆる土地改良実施地区の換地業務で、それをまだ換地が済んでおりませんので、

その金額が入っているということで、以上でございます。 

○１６番（平塚英教君）  鴻野山の駐車場はどうするの。まだ全然進まないの。鴻野山の駐

車場について。 

○議長（水上正治君）  平山危機管理担当課長。 

○総務課課長（危機管理担当）（平山孝夫君）  ただいま候補地の調整といいますか、それ

に当たっております。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  岡都市建設課長。 

○都市建設課長（岡 清隆君）  私からはストック形成事業の内容につきましてご説明申し

上げます。この事業は、昭和５６年、たしか私の記憶では阪神・淡路大震災の年かなと記憶は

しているんですけれども、５月３１日以前に建築されました２階建以下、しかも、耐震設計基

準に満たない一般の住宅、その耐震性の向上を図るための補助制度でございます。メニューは

３つございます。１つはアドバイザーの派遣事業、２つ目は耐震診断事業、３つ目が耐震の改

修事業と、３つのメニューでございまして、ちなみに平成２１年度の実績はゼロでございます。 

○議長（水上正治君）  荻野目農政課長。 

○農政課長（荻野目 茂君）  それでは、お答え申し上げます。 

 花いっぱい構想全市花公園づくり事業８０万円でございます。これにつきましては、代々農

政課で予算措置をいたしまして、農業公社に業務委託で計上して、大金の駅前、また、その周

辺地域５カ所等についてお願いをしているものでございます。 

 議員ご指摘の点から面へ、大変有意義なご提案でございますので、今後十分検討させていた

だきたい、このように思っております。 

 あと、お尋ねのイノシシ対策でございます。平成２２年度１８２万円で計上してございます

が、基本的には同じ流れなんでございますが、シシわな等についても去年とほぼ同じ１００万

円を見込んでおりますが、ただ、イノシシの捕獲に応じて１頭当たり１,０００円の報奨金を

出すという、捕獲に対してのインセンティブ、もしくは、そのわなに対しての助成というよう

なことで、７万円分を予算措置いたしたものでございます。ということは、７０頭の捕獲を見
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込んでいるということで、その期待をするものでございます。 

 なお、参考までに、那須烏山市、昨年の４月から１２月までの捕獲頭数は、わなと銃器を込

みまして、９２頭でございます。 

 あと、猟友会等につきましての委託金も前年と同様で予算措置してございます。両方合わせ

まして７５万円分でございます。ですから、ちょっと変わったというのは、報奨金とご理解い

ただければと思います。 

 以上です。 

○１６番（平塚英教君）  まちおこし推進事業。 

○議長（水上正治君）  まちおこしはだれかな。国井課長、違う。 

○１６番（平塚英教君）  どっちだい。 

○議長（水上正治君）  鈴木商工観光課長。 

○商工観光課長（鈴木重男君）  質問の、何ページになりましょうか。大変申しわけござい

ません。 

○１６番（平塚英教君）  概要の１７ページの下から７行目です。まちおこし推進費

４４４万５,０００円。 

○商工観光課長（鈴木重男君）  ちょっとお時間いただいて調べます。すみません。 

○１６番（平塚英教君）  時間がもったいないから２回目の質問をします。質問になるかど

うか、最後のほうで。 

○議長（水上正治君）  じゃあ、答弁はちょっと保留で、１６番平塚英教君。 

○１６番（平塚英教君）  大体わかったんですが、この税収確保ね、そういうようなことは

ないと思うというんだけれども、実際にはその業者さんが私の名前を言っていいということで、

そういうふうに言われたということを私はここで言っているんで、その現場に居合わせたわけ

じゃないからほんとうのところはわかりませんが、いずれにしても、何回もそういうふうに私

は言われましたんで、別な業者さんは、やはりおくれて役所に来てやったら、打撃的にいろい

ろ言われたと。同じように何か県税のほうもおくれたんで、このおっとり型で電話したらば、

極めて親切に対応してくれたということで、あまりにも市の対応と県の対応が違うんで驚いた

というふうに言われましたので、その辺、督促についてはきちんとやってもらいたいと思うん

ですが、いわゆる打撃的な、敵対的なやり方ではなくて、ほんとうに指導的な立場でお願いし

たいなということを訴えたいわけであります。 

 ２つ目は、公用車関係の給油なんですが、公平にお願いしたいなと。これについて先ほど答

弁はありませんでしたけれども、市内業者を優先しているということでございますんですが、

できる限り物品購入等につきましては、取り引き等については公平にお願いしたいと思います。 



平成22年第２回定例会 第４日 

－261－ 

 ３つ目の工事の入札関係でございますが、言い忘れましたけれども、予定価格は公表しない

でいこうということと、エリアを、北那須エリアだけじゃなくて、もっと県央のエリアも含め

て、幅広く指名業者を入れていくということを１２月２０日の時にはおっしゃったのかなと、

要するに、私は記憶しているんですけれども、そういう点も含めて、地元業者を優先しながら

も競争の原理を十分働かせていただいて、税金がほんとうに適正で有意義に使われますように

お願いをしたいと思います。 

 なお、まちおこしの費用については執行部のほうからあるでしょうが、市長、どうですかね、

この本市発のＢ級グルメを検討されて、県内で何個も出てきているんですが、その辺の開発を

検討されてはという考えなんですが、どうでしょうか。 

○議長（水上正治君）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄君）  毎回毎回当初予算のときにはそのような思いを入れながら、農林水

産物特産品の開発事業を入れるんでありますが、なかなか前例踏襲に終わっているのが現実で

ございます。 

 今栃木県で、フードバレー構想が平成２２年度から始まるわけでございます。これは民間活

力を活用して、いわゆるシリコンバレーをフードバレーというふうに名前を変えて、栃木県全

域をそのようなフードバレー構想を考えておりますので、ぜひそれもこの市といたしましても、

県と連携を組みながら、そのようなことに積極的に参画をしていきたいなと、私はこのように

考えております。 

 その中で、ほんとうに那珂川のシャケなんかも大分公害化されているということもございま

すので、そういったところのほんとうにむだにしている資源が大変多いものですから、そうい

ったところをぜひ特産品として発売できないかなと強く思っております。 

 そういう思いは同じでございますので、ひとつ、意気込みだけということになりますけれど

も、そのような一応意欲はいつも持っているということだけをご理解いただきたいと思います。 

○議長（水上正治君）  鈴木商工観光課長。 

○商工観光課長（鈴木重男君）  先ほどはまちおこし推進費関係の調査をする時間をいただ

きまして、大変ありがとうございます。 

 内容につきましては、山あげ祭のときの警備、それから、臨時のトイレ、それと、照明等も

ございまして、そういったことにかかわる経費並びにいかんべ祭、その団体の補助金の累計額

になります。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  石川副市長。 

○副市長（石川英雄君）  先ほどの接遇問題で、具体的に挙がりましたので、この件につい
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ては税務課長のほうからちょっと答弁させていただきたいと思います。 

 ２番目の特にいわゆる物品等を含めて、公用車の燃料も含めてのお話でございます。公平と

いう話でございます。私のほうでもなるべく公平にしていきたいと思いますが、何せ車に乗っ

ている、集中管理はしているんですが、運転している途中で給油する際、職員はばらばらでご

ざいますので、この車の番号は前回どこで入れたんだというのは、総務課では集中管理をして

いるのでわかりますが、運転手はちょっとわかりませんので、そういうことで、偏っている面

もあると思いますが、なるべくそういった車の給油も含めて、また、いろいろな物品等も公平

に買うように努力してまいりたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 それから、指名業者の問題であります。一般競争入札も含めて、このとらえ方、我が市の中

でＡＢＣでランクづけしてございます。土木、それから、建築も含めてありますが、その中で、

このエリア管内にするのは、烏山土木管内にするのか、大田原土木管内にするのか、矢板土木、

宇都宮土木にするのか、真岡土木にするのか、これはいろいろ業者数によって、特に宇都宮土

木事務所管内ですと大変な業者数があるわけでございます。そういうことも含めて、その都度

検討しながら、その管内の中からＪＶなり一般競争入札の条件を尽くしていきたいと思います

ので、努力してまいりたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（水上正治君）  羽石税務課長。 

○税務課長（羽石浩之君）  大変な不況の中、納税者は税務課にいろいろ税金を納めに来て

おります。また、滞納者につきましても、税務課におきましては直接徴収に行ったりも当然し

ているところでございます。また、税務課に来る納税者ばかりではなくて、いろいろ証明に来

る人もございます。そういう方についても職員には親切丁寧にということで、いつも口ぐせに

朝礼等で言っているところでございます。 

 今回もしそういうお話がございましたら、私のほうも十分注意してまいりたいと。今後とも

県税に負けないように、親切丁寧に対応してまいりたいと、このように思っております。どう

ぞよろしくお願いします。 

○議長（水上正治君）  荻野目農政課長。 

○農政課長（荻野目 茂君）  特産品開発等についてご答弁申し上げます。 

 ６０万円の特産品開発で毎年予算計上してございますが、平成２１年度についての経過報告

をご報告させていただきます。平成２１年度につきましては、５つの品目について特産品とい

うようなことで補助を決定させていただきました。 

 １つは、梅みそドレッシングでございまして、これは中山地区に３５ヘクタールの梅がござ

いまして、そのＢ級品の梅を使いまして、それと、那珂川町のみそをコラボレートした、そう

いうドレッシングでございまして、これは福田屋百貨店、または、京成デパートに、市場ルー
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トで乗っているということで、ご理解を賜りたいと存じます。 

 あと、夏そばも大変好評でございまして、昨年の７月１５日は興野地区で４００人の方に無

料でパブリシティーを出したというようなことで、ご理解をいただければと思っております。 

 あと、栗のポロタンという品種も補助を出したんでございますが、これは渋皮がすぐにむけ

るという品種でございますので、あと二、三年のうちには市場に出回るものと思っております。 

 あと、油関係につきましても、菜種とヒマワリが直売所等でもうルートに乗ってございます。 

 あともう１つ、木材、間伐材を利用したログハウスでございます。南那須分庁舎の入り口に

木製のベンチが置いてあったのを、２カ月間展示してあったのをご存じだと思うんでございま

すが、そういうのについても引き合いが来ているというようなことで。 

 なお、このグループにつきましては、１月３１日の一斉しば焼で那珂川沿いのウオーキング

のところにあったベンチが燃えてしまいまして、そこにかわりの、ご寄附をいただいて、今展

示することで準備してございます。 

 さらに、市内の方がおつくりになりましたジャムなども高速のパーキングエリアに商品化に

なってございましたし、あと、今パン工房でつくっておりますパンについては、国見のミカン

をアレンジしたもので、大変好評で、従前の農業公社のときと売れ行きは倍増になっておりま

す。 

 あと、ご案内のとおり、イノシシを利用しました、そういうランチもございますし、国見の

ミカンのソースの、そういうランチのコースもございますので、潜在的な余地はあるのかなと、

このように思っておりますが、引き続き精進してまいりたい、このように思っております。 

 以上でございます。 

○議長（水上正治君）  鈴木商工観光課長。 

○商工観光課長（鈴木重男君）  同じく特産品の開発の関係でございます。前の一般質問で

も、今回ではありませんが、農商工連携事業の中味で説明をしているかと思います。これは農

協、漁協、それから、商工会、行政もかかわりまして、新商品を新たに開発するということで、

間もなく組織が立ち上がります。ぜひご期待をいただければと思います。 

 以上でございます。 

○１６番（平塚英教君）  ありがとうございました。 

○議長（水上正治君）  平塚さん、オーケーね。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

休憩 午後 ２時１６分 

 

再開 午後 ２時２６分 
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○議長（水上正治君）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 １８番山隆四郎君。 

○１８番（山隆四郎君）  予算の審議、これはほとんど１円も動かせないようにもう組ん

じゃっているんだよ。信任なんかする余地はないんですよ。本来ならば、これは１２月議会で

やることです。そして、この議場の意見が少しでもこの予算書に反映するようじゃなければ、

これはすべて完成ですよ。各課がもうつくったやつ、それをただここへ来て説明するだけ。採

決したってしなくたって、もうだめなんだ。 

 だから、そういう問題をもうちょっとよく考えてこれからやらないと、市民が議会に対して

信頼がなくなる。それと同時に、地域主権ということがこれから言われているんだから、その

ぐらいの大改革をやれば、市民もある程度は議会というものを見直してくれる。そして、また

地域がよくなってくるんですよ。こういうのはもう全部各課がつくっているんだから、それで、

市長査定も終わって。それで、今ここで、早く言えば１円動かせって、動かせないべや。それ

が現実ですよ。ですから、やはり私はこの信任に関しては、一括質疑じゃなくて、もう説明会

でいいです。こんなものは委員会でやるんだから。説明は十分にしてもらったほうがいい。だ

から、それは好きに、早く言えば聞いてね、そのかわりこの予算の額が動かせないということ

は、やるんだったらばもうちょっと早く、１２月議会に会期を伸ばして、各委員会からこうい

うものを出すとか、こういうものをどうだとかという、こういうふうにすれば民意が反映する

議案になります。 

 あと、ここに関しては、すっぱく言っていた補助金、負担金、これは利巧な課はね、名目変

えて、同じ金額を入れているんだよ。早く言えば、まじめにやっているところもあるよ。それ

だけれども、詳しく見たら何だってゼロになっているんだけれども、ゼロじゃなくて違う項目

で入っている。だから、そういうことをやっちゃだめだというんだよ。 

 先ほども出たように、これからとんでもない金額が出てくるわけだから、合併特例債を使っ

ても、だから、やはりこれから予算編成の場合はできるだけそういうふうな方向で持っていけ

れば民意が反映されると。それが地域主権になると。こんなところで答弁は結構ですから。 

○議長（水上正治君）  違う段階でやりましょう。答弁。 

○１８番（山隆四郎君）  ８５ページ。 

○議長（水上正治君）  じゃあ、簡潔明瞭に説明してください。 

○１８番（山隆四郎君）  この８５ページ、それと、８６ページ、今年度予算ゼロ、ゼロ

なんだよ。これが、どこに行っているかというと、８５ページの中間、あれはくれよんクラブ、

ゼロ、ゼロになっているだろう。 

○議長（水上正治君）  前年度。 
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○１８番（山隆四郎君）  ８６ページだよ。それが、こっちに入っているんだよ。８５ペ

ージなんだよ、これ。そうだよ。ただ、それだけの問題だ。ここで表を見るとよ、これはよく

削ったと。こんなの削んなくたっていいのによ。そうして、こっちにちゃんと入っている。こ

ういうのが幾つかあるんだ、ほら。だから、こういうものに関しては、これどういうふうにな

っているんだか説明して。 

○議長（水上正治君）  これ、文教福祉常任委員じゃない。 

○１８番（山隆四郎君）  これ、そうだ。ああ、そうか。 

○議長（水上正治君）  常任委員会でよくあれしてください。 

○１８番（山隆四郎君）  わかった、わかった。だから、詳しくは言わなかった。 

○議長（水上正治君）  髙田さんは。２０番髙田悦男君。 

○２０番（髙田悦男君）  最後になりましたが、質疑を行いたいと思います。 

 １点だけお聞きしたいなと思っております。それは、会計制度の考え方でございます。まず、

農村環境改善センターは現在農村環境改善センターとしての使用は全くされていないと、この

ように考えております。つまり、南那須公民館、すべて事業費もそちらになっているわけでご

ざいます。しかしながら、運営費等は農村環境改善センターの運営費で賄われているのが実態

であります。これはやはり見直しが必要。つまり、６款から１０款へ変更して、わかりやすい

説明を果たすべきと思うんですが、これは総合政策課長ですかね、答弁をお願いいたします。 

○議長（水上正治君）  国井総合政策課長。 

○総合政策課長（国井 豊君）  ただいまの質問でございますが、南那須の農村環境改善セ

ンター、この建築につきましては、旧南那須町が農水省予算といいますかね、多分その補助事

業を受けて建設されたものというふうに思っておりますし、現在もその農村環境改善センター

の設置管理及び使用料条例が多分設置されているというふうに思っております。 

 そういうことから、ことしの予算編成に当たりまして、髙田議員がご指摘されましたような

件について、担当課、そして、市長、副市長も交えまして、１０款に移行しようかという話が

ございました。ただ、補助を受けた関係、あるいは、起債も受けている関係がございまして、

その辺の精算がちょっと間に合わなかったというようなことがございまして、平成２３年度の

予算からは、指摘されましたような公民館費に移行しまして、予算を組んでいきたいというふ

うに思っております。 

○議長（水上正治君）  ２０番髙田悦男君。 

○２０番（髙田悦男君）  ぜひ平成２３年度からはそのような方針でお願いしたいと思いま

す。 

 ついでにもう１点、今公民館に間借りをしているシルバー人材センターの事務所がございま
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す。光熱水費の負担率といいますか、そういう方法をもって支払っているのかなと推察するん

ですが、その辺の負担についてはいかがでしょうか。 

○議長（水上正治君）  鈴木生涯学習課長。 

○生涯学習課長（鈴木 傑君）  シルバー人材センターの、現在公共施設使用料条例が一昨

日可決いただきましたので、今後は使用料となりますが、今現在は光熱水費の一部をシルバー

人材センターが使用したこととみなしまして、負担いただいております。その金額につきまし

ては、１年間で２３万５,０００円ということで、市のほうに負担いただいております。今後

は、平成２２年度からは、使用料条例ということで、条例で可決いただきました別な算定方法

で算定したいと考えております。ご理解いただきたいと思います。 

○議長（水上正治君）  国井総合政策課長。 

○総合政策課長（国井 豊君）  当初予算の質問の中で、４番髙徳正治議員からコミュニテ

ィ関係の補助率の関係で質問がございました。ちょっと手元に正確な資料がございませんでし

たので、間違った答弁をしておりましたので、訂正をさせていただきたいと思います。 

 まず、元田町のおはやしの太鼓の関係でございますが、事業費が２５０万円でございまして、

これは１０分の１０でございます。１０割の補助であります。 

 それから、大桶の公民館関係でございますが、これにつきましては、３分の２と申し上げま

したが、５分の３でございますので、訂正をさせていただきます。大変申しわけございません

でした。 

○議長（水上正治君）  後は質疑がないと思われますので、議長において議事を進行し、こ

れで質疑を打ち切ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水上正治君）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま上程中の議案第１号から議案第１０号までの平成２２年度那須

烏山市一般会計・特別会計・事業会計予算については、各常任委員会に付託したいと思います

が、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水上正治君）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第１０号までの１０議案を、それぞれ所管の常任委員会に付託

することに決定いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（水上正治君）  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 
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 次の本会議は３月１６日午前１０時から開きます。その間、常任委員会がありますけれども、

そういうことで１６日午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会します。大変ご苦労さまでした。また、傍聴者の皆さん、ありがとうござ

いました。 

［午後 ２時３７分散会］ 

 


